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敬
~
一

I
 

'

國
富
論
胃
聰
の
.緖
言
に
#

べ
ば
へ
'

『

谷

國

年

々

の

勞

働

は

、其
の
年
ケ
消
費
す〖

る
，|
切
の
.生
活
必
需
品
並
に
便
宜
品
を
本
來
供
給
す
る
所
の
根
源 

で
あ
ぅ
、
是
等
の
も
の
は
常
に
其
の
勞
働
の
直
接
の
生
產
物
ょ
り
成
る
か
、
或
は
其
の
生
產
物
を
以
て
他
國
民
ょ
り 

購
入
せ
、b1
:

る
、
も
の
ょ
り
成
る
か
孰
れ
か
で
あ
る
。

夫
故
に
、
此
の
生
產
物
又
は
其
れ
を
以
て
購
入
せ
ら
る
、
も
の
が
、
是
れ
を
消
費
すV

き
人
ロ
數
に
*

す
る
割
合 

の
大
小
如
何
に
從
？

、
其
の
國
民
が
其
0

必
要
ビ
す
る
.ー
切
の
必
窗
品
並
に
便
宜
品
を
充
分
供
給
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

か
否
か
が
岐
れ
る
で
あ
6

う
。
：

乍
然
>
.
.此
の
割
合
は
當
然
各
國
民
に
於
て
，
ニ
つ
の
異
れ
る
事
情
に
依
つ
て
加
減
せ
ら
れ
る
。
即
ち
"

一
つ
は
各 

國
民
の
勞
働
のT

般
適
用
上
の
熟
練
"

堪
能
並
に
判
斷
に
依
り
、
他
は
有
用
勞
働
に
從
事
す
る
者
の
數
ビ
其
の
然
ら

ざ
る
者
の
數
€

の
割
合
に
依
る
。
：
：
：
其
の
年
々
の
供
給
の
豐
富
な
る
ビ
僅
少
な
る
^
は
.

.

.

.是
等
兩
事
情
に

依
る
。

'

『

勞
働
生
產
力
の
此
の
增
進
の
諸
原
因
：？
、
勞
働
の
生
產
物
：が
社
會
の
諸
階
級
A

に
様
々
.
の
境
8

の
人
々
0

間
に
自
'

燃
に
分
：.配
せ

ら

る

、
«.
瘠

^
ば

，
本

硏

究

篏

1
篇

の

主

趟

を

な

す

，

『

有
用
生
產
的
勞
働
者
數
は
：
：
：.何
處
に
於
て
i
、
彼
等
を
働
か
す
に
用
ひ
ら
る
、
資
本
量S
す
其
の
厢
ひ
ら
る 

、
特
殊
の
'方
法W

に」

比
例
す
る
。
故
に
、
第
ニ
篇.は
«
本
0
本
質
、
.資
本
が
*
次
蓄
撖
せ
ら
る
、
態
樣
及
び
資
本
の 

用
ひ
ら
る
、
方
法
の.異
る
に
從
つ
T
、
其
の
：動
か
.す
勞
働
：量
の
.異
る
こ
ど
を
論
ず
る

0
’

，
勞
働
の
適
用
上
、
熟
練*
^g

並
に
判
斷
に
就
，て
，可#

ょ
く
進
步
せ

「

る
諸
國
民
は"
勞

働

をj

般
に
管
理
し
又
は 

す
る
に
'當CV

て
甚
だ
，異
る
方
策
を
樑
り
來
つ
て

：

ゐ
：る
。
然..か
珞
是
等
の

〗

方
策
は
.總
て> 
勞
働
の
生
產
物
を
等
し 

く
容
爲
に
大
な
ら
し
め̂
の
-■で
'は
.な
い
。
;

• 

却
.ぐ
1の
：如
.'き
政
.策

を

操

.用

し
«

立

：
し̂

る
の
觀
あ̂

.
諸

.事#

を
^
 

三
®

於
て
説
明
す
る。
.

.

恐
ち
く
、
是
等
の
諸
方
策
は
、
初
，め
：特
殊
階
級
の
人
々
の
私
利
心
ビ
僻
見

V
J.

に
依
夕 

社

會

のI  

般
幸
福
に.及
ぼ
す
其
等
の*
果
が
、
考
慮
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
豫
見
せ
も
る
，

S

こ
ミ
な
か
ぅ
し
岑
雖
も
，
然
か
も
其 

の
，
諸

：方

策
'は
：經

^
H

*
^

異
.る
諸
學
.說
を
生
む
に'至
.つ
：た
。

；

：
•…

是

等

の

：塵
■

は
：霞

識

者
0
意
見
に
對
し
て
： 

の
.み
な
ら
す
、
ヌ
王.狹
並
は
翁
主
國
の
行
政±
に
.著
大
^

る
影
響
を
與
へ
て'ゐ
る
0':
:矛
は
第
四
篇
に
.於
て
能
ふ
限
り 

充

分

に

、
且

づ

：明

瞭

{.
;
、
屉
等
0

諸

摩

說

气

其

れ

が

：、
.婦
々
.の
時
代
並
に.諸
_國
段
に
龄
て
生
せ
し
め.た
る
主
要
：の
：結 

果
ビ
を
"
努
め
て
說
明
せ
ん̂

U
た
。
；

パ
太
多
'»
の
：人
民
0

1

§̂
は
何
ょ
：ぅ
成
ぅ
し
か
へ
或
は
樣
々
の
時
代
並
に
諸
國
民
に
於
て
、
彼
等
が
年
々
の
消
费
に 

供
給
し
た
る
：根
源
：の
本
：質
は
如
何
な
る
も
の
な

&
 

Vか
、
.是
.れ
を
說
期
す
，冬
は
：
.以
上
最
初:®
四

；
篇

の

目

的

で
:^
る 

最
終
'0
第
五
篇
は
、
君#

ヌ
は
«
家
：の
收
入
を
論
す
る

)

,此
の
篇
は
於̂

予
炉
明
示
甘
ん
：

V

努
め
.た
：
る

观

：は
、
：
：
永

ぎ

'

節
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四

^

^

•'
<
で
，
あ.

る‘

。

脚.

ふ
い
^

ー

 

は

君

由'

叉
.

は

國

ま

の

必

：要
：な

名

掘

费

艺

は

柯

1 ?
:

あ

，令

か,0
是

等

の

經
.

数

中

、

其
め
：
何 

知

が

社

食

全
«

の
丄.

.

般

他

實

献

玟

依

り

：，て

、

又

某

の

何

れ

：
：

^

ノ
社
會0

 

若
し
く
は
：あ
る 

特

殊.

成
»

の

貢

献

に

依

つ

て

、

赏

に

支

辨

せ

ら

る

：
：べ
：
き

か

,'
0

云

々

辱

V

ァ
ダ
ム
•
ス
，ミ
ス
^

右
‘の
：緒
言
は
於
て
、
國
富
論
全
篇
に
渡
つ
て
其
の
內
容
を
節
單
に
明
示
し
、
讀
者
を
し
て
開
卷

先
づ
：彼

-'
0
許
«

>
構
想
を
端
卿
に
知
ら
し
め
ん
：ど
の
意
圖
に
出
で
、
ゐ
ー
る
。
.右
め
豬
霄
を
廣
む
者
は
何
人
も
、
_
だ

彼
が
第
.五
篇
に
1)
し
て
述
.ぶ
る
靡
：％
除
奵
ば
：ご
玆
に
窺
ひ
得
：る
彼
の
'態
度
：が
、『

1
事
の
當
さ
に
爲
す
べ
ぐ
"
或
は
當

さ
^
爲
す
；ベ
か
ら
ざ
る
i

'

?
を
.虫
：張
す
る
者
：の
態
.度
に
あ
ら
す
し
て
、
.可
.杏
0

論
撕
：を
»

_れ
て
、
單

に

事

實
.̂
W

*

M

S

し
て
說
明
せ
ん
ビ
す
る
理
論
家
の
態
.度』

3

で
.あ
る
こ
^

に 

一*

®

意
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
乍
然
-

國
當
論
全
卷
を
通

じ
て
是
れ
を
見
れ
ば
、

彼
の
應
度
ほ
必
ず
し
；̂
是

れ

ヒ一

敷
せ
中
し
て
，
\
^
1
1
^

00

*
の
：見
地
ヾ

」
ought to be

の
寬
地
.
が̂
並
^
存
し
て
ゐ
る
。
是
等
の
點
に
關
し
て

K
P8-
P

&
は

Political E
c
o
n
o
m
y

な
る
語
が
、
國
富
論
に

:あ「

つ
：て
三
«
の
_意
義
に
、
：
即
ち
、
第」

は
經
濟
政
：策
體
系
"第
：ニ
：.は
實
踐
的
斜
學
"
而
し
て
第
一
:
1
1
に

は

理

.論

的

科

學

を

，意
味
す
^

解
せ
ら
も
.：、ベ
.き
：箇
處
の
#

す
る
こV

J

を
指
摘
し
、
.然
る
後
德
に
國
.富
_
論
全
卷
脫
.稿
の
後
に
孽
せ
ら
れ
た
ぅ

::

ミ
推
測
せ
ら
る
ベ
さ
：右
の
■緒

a
に
.於
て
？

ス
ミ
ス
が
大
體
理
_

_
の
態
度
を
*
明
せ
る
も
0
で
.あ
る
ヰ
«
し
、『

ス
ミ

ス
に
あ
つ
て
は

、

p
aB-
i
c
a
l
.
, 

E
c
o
n
o
m
y

ど
は
_
富
，0
諸
原
因
並
に
本
質
に
關
ず
る
理
論
的
科
學
な
り
マ」

云
ふ
見
^
が

漸
次
强
ぐ
現
は
れ
て
ゐ
る』

ヒ
解
し
..て
ゐ
る
⑶
乍
然

1
尙
ほ
菩
入
は
、
國
富
論
に
於
て
ス
ミ
ス
の
ま
で
し
て
目
途
せ

る
i

、

理

論

麟

濟

學

の

：

®
開
に
*
せ
す
し
，

て
，,

唯

だ

蜃

を

罐

裕

、
繁
榮
R
導
く
べ
き
：

1

國
經
濟
策
の
摅
る
べ
き 

所

を

明

か

な

A
し

.め
：
かV

す

：る

に#
:し

:'
>
補

し

て

彼

Mは〕

斯

ぐ

の

如

き

意

圖

ょ

6
此
；

一

も

脱

却

す

る

こ

芒

な

か

5
し

も

®

で
あ
る
ビ

解
す
る
を
以
.て
彼
の
眞
意
に
庶
き
も
の
な
る
こ 

>

」

を
信
す
る
.
國
富
論
が
夥
多
の
經
濟
现
論
を
包
布
し
、 

之
れ
.を
補
ふ
{:
古
來
*
西
に
1
る
適
當
の
M
史
的
記
述
を
以
て
し
*
而
し
て
X
數
多
の
«

*
法
則
を
包
有
し
.て
ゐ
.る 

こ
ビ
は
、
如
何
に
愼
®
に
彼
を
し
て
富
國
策
の
根
成
を
築
く
に
至
ら
し
め
た
る
か
を
窺
は
し
ひ
る
に
足
る
。
蓋
し
、 

國
富
論
を
以
て
眾
純
な
る
ー
片
の
時
務
政
論
に
非
す
し
て
"
規
模
宏
大
な
る
富
國
策
の
-系
統
的
樹
立
で
あ
り
、
現
實 

を
等s

に
附
せ
ざ
る
経
綸
の
披
漏
で
あ
る
き
見
る
に
於
て
は
、
素
ょ
り
其
の
政
策
的
見
解
を
支
持
す
べ
き
理
論
的
硏 

究
の
招
す
：ベ
き
は
其
の
處
で
办
る
。
さ
れ
ば
斯
く
解
し
て
興
び
右
の
雜
言
を
見
れ
ば
"
興
處
に
ス
ミ
ス
が
、
政
策
的 

見
地
を
固
持
し
，
而
し
て
此
の
：故
に
先
づ
鄕
論
，的
硏
究
の
必
要
な
る
を
認
め
た
る
の
意
の
存
す
る
こ
S
必
す
し
も
推 

測
に
'難
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
吾
人
は
"
唯
だ
ス
ミ
ス
が
、
彼
自
ら
國
富
策
の
樹
立
を
思
ふ
：も
：の
な
る
こ
ビ
を
»
處 

に
述
ぶ
、ベ
ぐ
し
て
述
ベ
ざ
な
し
に
過
ぎ
す

V
J
m測
す

る
0 .
)

か
く
て
、
其
の
大
部
分
が
^
に
國
富
.論
に
發
展
し
た
り
ど 

見
做
さ
る
、
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
學
に
於
て
彼
の
爲
し
た
る
法
學
講
義
中
"

«
の
.第

3
部
響
察
論
の
主
要
項
目
た
る
經
：
-
 

濟
政
策
に
於
て
、
彼
は
辟
ら『

低
廉
若
し
く
は
豐
富
、
或
は
是
れ
ど
.同
一
事
で
&
る
、
富
：ど
豐
饒
？
を
得
を
皞
も
&
當 

な
.る
方
法』

：を
考
察
せ
ん
ビ
し
、
而
，し
てr

是
等
の
便
益
：を
収
得
す
る
®
も
適
當
な
る
方
法
^'
;
確
知
す
る
が
爲
め
.に
は
" 

先
づ

m
裕
の
何
た
る
を
明
か
に
す
る
こ
ど
が
必
要
で
あ
ら
ぅ

■

:

ビ
の
意
を
傳
へ
て
ゐ
る

o
此
は
正
に
國
富
論 

胃
®'
の
緒
言
ど
.合
せ
て
、

ス
ミX

が
專
ら
«
濟
政
策
'Q

«立
を
意
_
せ
る
も
の
な
b
ミ
解
す
ベ
き
で
あ
る
。
右
の
緖 

言
に
茧
つ
て
"
彼
の
興
味
が
經
濟
政
策
を
離
れ
て
漸
く
现
論
經
濟
學
に
移
ら
ん
ど
す
る
形
迹
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

國
富
論
を
：以
て
愼
重
な
る
經
濟
政
策
的
見
解
の
發
M
で
あ
るV 」

見

る

に

誤

.̂
し
々」

す
れ
ば
、

ス
ミ
ス
の
斯
く
の
如 

き
見
解
の
根
炼
を
.流
れ
.る
根
本
思
想
は
如
何
な
み
も
の
で
あ
'る
か
:0
.锻
の
淹
極
«
は
で
，'疑
は

：ざ

り

し

根

本

思

想
.は
何

：
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第

三

跳

八

六

で
t

.か5

而
し
て
.被
が
、.蒙

富

國

策
I

.
鐘

の

根

本

思

想
t
如
何
I

展
せ
し
め
f

か
，

て
菩
人
の
•究
明
せ
んヒ

す

る
所
'で
*:
る

。：

' 

: 

•

'
⑴ 

A
d
p
m

 s3itv,The w
e
a
s
l

 

o
f 

ed.

眘

匪

，
多
-'
-卜
^

.

/

p金

敎

授

、

ァ
ダ

ム

•

ス
：
ミ
ズ
：
岸

理

論

瀹

霤

槪

霍

1田

學

霧 

第

七

號

、

一

I
Q
S

 ̂

^
 

f
 

N
M
O
- 

M
W
M
,

小
娘
敎
授
は
前
揭
論
文
に
於
て
1
1ロ^

|
|̂
同
じ
で
次
ぎ
.の
如
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
0 

i

:
「

た

高

富

:̂
|

は
全
卷
,

|
に
|

ら
れ
し
も
の
打
ら
ん
ミ
の
推
测
|

頭

に

誉

-
而
し
て
|

論
'
 
始
め
僅
か
に
瞥
察
論
の 

基

f

た
る
に
f

ぎ
り
し
ふ
の
發
展
火
成
し
た
f

の
な
る
息
ふ
.

Iは

S

I
 

®
興
味
一
S

心
が
*1

個
0
經

證

饿

f

し
'

へ
，

’ S

'
P
O

H

I 

e
s
n
l 

$

漸

く

理

靈

濟

？

し

て

：の
u

i

l
 

I

I
 
U
移
動
し
來
れI

形
迹
め
る
W
之
i

む

る

こ4

 

得
べ
し」w

o
c
l
I 

一T

1

1三’臾)

£

管
ば
ス
ミ
ス
が
，
何
故
に
其
れ
を
：
I

f

し
や
の
疑
問
に
對
し
て
は
，、
齊
人
は
、
ス
i

ば
f

し
t
自
明
の
H

考
ふ
H

ベ

一)

々
之
れ
I

t

の
1

な
る
蟹
じ
出
で
？

の
でt

气
答
へ
得
る
が
如4

S

。
スi

の
斯
く
の
f

變
こ
關
し
.

て
は
次
ぎ
のf:

今
操
考
せ
ら
れ
庶
し
。

w
.
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>
a
p
3 

^
3
-
-
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C
3
 ̂

^
o
^
r

: 

ニ
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:

: 

'

醫

論

に

先

た

っ

ニ

箇
0
經

黧

說

，
即

ちMe
r
c
a
n
t
i
l
i
s
t

芝
：ph

y
s
i
o
c
r
a
t

ピ
.の
爾
者
の
學
說
に
*
す
る
此
邛
こ 

タ

て

ら
vn
/2
る
、
«
富
篇
第
四
篇
:0
,|
§
言

に

,^
て
、
ス
ミ
ス
は
、

.
,
.
-
1 

.

.

.

.

.
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i
- 

- 

- 

* 

'
.
-
•
•
•

■•
«
•
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j

r

l

l

p

f
 

j

t

l

l

l

l

i

l

i

l

i

^

^

l

i

l

i

l

^

f

r

l

l

l

^

^

^

^

^

^
 

—

1

3

1

1

%

r

『

政
^
家

又

は
:*
ぉ
^
の
學
の
一
謂
門
'̂
-
 ̂vj

考
：へ
ら
.
.る
、
.經
.濟

學
.
.

political 

e
c
o
n
o
m
v

は
，̂

.
I
.
る
ニ
因
^
ぃ
ー
ぉ
.. 

「

！
.
. 

す
も
の
.で
あ
る6

即
ち
*

第

|

は
人
：民
の
爲
め
に
豐»
な
る
所
得
、
或
は
生
活

»:
撕
を
給
す
る
こ
气
吏
に

0£
し
く 

，
言
へ
は
、
國
民
を
し
て
能
く
自
ら
斯
く
の
如
き
所
得
、
齋
は
：生
活
資
料
を
：給
せ
し
む
る
こ

ビ
，

而

し

て

第

二

は

國

家,

:

に
：
：
其
の
公
務
の
爲
め
に
充
分
な
る
收
入
を
供
給
す
る
こ
？
是
れ
で
あ
る
。
其
は
國
民
を
も
君
主
を
も
富
ま
さ
ん 

S
欲
す
る
も
の
で
あ
る

o』

3
ど
述
べ
、又
別
の
箇
處
に
於
て
、

 

‘

『

各
國
の
富
气
而
し
て
力
が
富
に
依
存
す
る
限
ぅ
、
各
國
の
國
力

W

は
、
當
然
、
常
に
.總
_て
租
晚
が
、究
極
そ

1
よ 

6
支
拂
は
る
、ベ
き
源
た
る
卜
其
の
年
々
の
生
産
物
の
價
値
に
比
例
す
ベ
き
も
の

.で
あ
る

.。
乍

_

各
國
の

l

i

 

e
c
o
n
o
m
y

の
大
0
的
は
そ
の
國
の
富

v

國
カ
ど
を

#
進
せ
し
む
る
に
あ
る

』

。(2
)
ビ
謂
ふ
。

■
、
是
れ
を
以
て
觀
れ
ば
、

ス
ミ
，ス
の
富
國
策
は
究
極
國
民
の
富
を
增
進
せ
し
め
ん
こ
於
を
、企
圖
せ

る
も
の
で
あ
る

0(3
)

然
ら
ば
富
ど
は
何
ぞ
や
。
ス
ミ
ス
に
從
へ
ば

T

土
地
及
び
勞
働
の
；年
々
の
，生
康
物

』

が
、
即

ち

遍

會

の

眞

の

富』

を 

な
す
ダ
而
し
て
各
國
民
が

『

年
々
消
©
す
る
一
切
の
生
活
必
讀
品
並
に
便
宜
品

』

は
、
各
國
民
の

.年
々
の
，勞
働
に
衣
っ 

て
供
給
せ

&
れ
、
且
つ

S

等
の
も
の
は
常
に
其
の

.勞
働
の
直
，接
：

Q

生
.產
.物
よ
；&
成
る
'か

.
、
或

：
は

其

の

生

it
物
を
以
て 

他
國
民
よ
り
購
入
せ
ら
る>
も
の
よ
ぅ
成
る
か
孰
れ
か
で
あ
る

。』(
g

出)

又
別
に
彼
は
.、
國
民『

各
自
の
貧
富
は
、

M
 

の
生
活
必
雷
品
、

便
宜
品
並
に
娛
樂
品
を
享
有
し
得
る
：程
度
如
猶
に
應
す
る

』

。『

ざ
_

ふ
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
富 

K
r國
民
の
勞
便
广
依
っ
て
今
々

#
給
せ
ら
る
、
所
の
、
國
民
の
，年
々
消
費
す
る
生
產
必
»
.品
も
便
宜
ロ
10
並

»:
-
~
^
樂
 

品
、
即

ち一

般
に
人
の
生
活
上
.消
費
せ
ら
‘る
、
有
形
財
よ
b
.成
る
O
S.

さ
れ
ば
ス
，ミ
ス
：
の
富
：國
策
は
國
民
生
活
上
必 

製
な
る
，
便
宜
な
る
而
し
て
敗
樂
さ
な
る
消

#
財
.の
：增
進
を
自
的
ヒ
す
る
も
の
で
あ
る

o
_而
し
て
人
の
生
活
上
消
費

第
二
十
5
 

C

三
八
五
.

)

:
國
甯
論
の
根
本
思
想
に
就
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八

七

.



第
二
十一

怨

C

三
八六

：}

陶
富
論
の
根
本
想
想
に
就
て 

.第
三
啟 

ベ
べ

の
充
實
は
經
濟
生
活
：の
繁
榮
を
意
味
し
、
M
に
幸
福
な
る
生
®
を
意
味
す
る
の
ミ
す
れ
.ば
、又
彼
の
富
國
策
は
國
民
の 

繁
榮
幸
福
を
企
幽
す
る
も
の
で
め
る
ビ
云
ひ
得
る
。
洵
に
右
.の
如
く
解
せ
£
れ
た
る
富
の
：概
念
は
、
.ス
ミ
ス
が
經
濟 

觀
察
の
出
發
M
を
爲
ず
も
の
で
あ
る
。
' 彼
が
、
甯
を
以
て
貨
幣
若
し
ぐ
は
金
銀
ょ
.6
.成
‘る

:̂
去

，ふ

觀

念

を

目

し
‘て
、 

Mercantilism

の！

なるこビを言へる

g

は
妹
.に
周
知
の
事
實
に
，屬
す
る
。
又
彼
^

Mercantilist

の
政
策
の
誤 

れ
る
を
批
評
せ
る

一

節
.に
於
.て
、『

消
費
1は 

ー
^
生
產
の
唯
.
.
|
の
目
的
で
.あ
办
，
而
じ
T
生
產
者
の
利
益
.は
、
唯
だ
其 

れ
が
、
：
消
费
者
め
利
益(

を
助
長
す
る
に
.必
*
な
る
限
：り
に
於〔

て
の
.み
、

®
意
' せ
ら
：る
.ベ
き
も
の
で
あ
る
。
北
の
準
則 

た
る
や
全
然
自
明
の
こ
ど
た
る
が
飲
に
、是
れ
を
證
せ
ん
み
る
こ

^
は
ま
躍
で
あ
る』

ブT

 |

切
の
商
工
業
の
終 

:

極

；の

目

的

』

は

消
®
に
あ
る
。ぞ

謂

-へ
る
は
被
の
富
國
货
の
一
而
を
能
ぐ
表
は
せ
る
も
.の
で
あ
.る
。

'

;.

意
ら
ば一

國
民
の
貧
:®

は
何
に
依
つ
て
是
れ
を
知
り
得
る
か
。.
魄
述
國
富
論
釋
诹
の
緖
言
ー
に
從
へ
ば
、
國
民
の
贫 

k

は
其
の
人
口
數
に
對
す
る
*

;®
'

削
合
へ
換
言
す
れ
ば
國
民
成
員
平
均
の
富
の
，程
度
に
依
つ
て
計
®

せ
ら
れ
る
。
然 

'

ら
ば
一
步
を
進
め
.て
，
''
一
 

固
，
：，一11
:

會
の
成
員
隨
に
於
げ
る
如
何
な
る
富
の
分
配
狀
11

を
以
て
望
ま
し
ど
な
す
か
。
 

即
ち
ノ
一 

國
の
多
數
者
^

比
較
的
富
棚
な
る
狀
態
に
あ
る
を
以
.
て
'
可
S

す
る
か
。
或
は
太
多
數
.者
の
.
貧
®
な
る
に
も 

:

枸
;?
>

中
、
小
數
者
に
巨
大
；な
る
富
の
態
斷
せ
ら
れ
て
居
る
狀
態
を
以
て
望
む
べ
し
^

す
る
か
。
M

に
事
實
富
の
平
等 

.;

な
；る
分
.配
を
欲
す
る
.
か
。
：
ス
ミx

の
右
の
標
準
ば
是
等
の
問
題
を
解
決
す
る

に
，は
不
漱
分
で
あ
‘

。
彼
の
觅
解
は
*
 

し
て
孰
れ
に
存
し
た
る
か
。
；吾
人
は
幸
に
し
て
國
富
論
中
左
の
如
'
き
麻
述
を
發
觅
す
る
o

其
處
：で
は
、
彼
は
社
會
の 

下
曝
階
級
民
の
搜
遇
改
善
が
興
の
祉
會
に
S

つ
て
利
益
ミ
見
修
す
べ
き
や
否
、や
の
問
題
'

H
;

答
へ
て
、

『

解
答
はi 

’ 

し 

<
 明
瞭
な
り
ぐし診
へ
,b.る
。各
«
.の
衡
_

.
勞
働
者
並
：に
職
人
■は
各
大
政
治
赴
會
の
|
;
レ
大
.

な
る
郜
分
を
構
成
し
て
心
る
。
而
し
て
此
の
大
部
分
の
境
遇
を
收
»

す
る
も
0'

は
、
決
し
て
^

E

に
■
し
て
不
利
綠 

な
り
ミ
見
倣
さ
れ
得
な
い
。
如
何
な
る
社
會
も
其
の
所
屬
員
の
最
も
大
な
る
部
分
が
贫
困
悲
慘
の
狀
態
に
ぁ
る
は
、 

«
か
に
繁
榮
幸
福
で
は
ぁ
b

得
な
い』

。IV」
。

是
れ
を
似
て
觀
れ
ば

、

ス

‘

、
: :
•
ス

は
社
會
の
大
部
分
を
構
成
す
る

.

賃
銀
收
得
階
級
の
此
較
的
赏
裕
な
る
狀
態
を
以
て
、 

マ
短
言
す
れ
ば
高
き
賃
銀
ゼ
以
て
社
會
の
繁
榮
幸
福
を
尬
は
ん
と
す
る
も
の
で
ぁ
る

-

乍
然
、
彼
は
必
ず
し
も
常
の
平 

等
《
る
分
配
を
欲
し
た
の
で
は
：«

ぐ
、
1 1

に
社
會
諸

.

階
級
の
富
の
大
小

>
 

貧
富
懸
隔
の
問
®
を
殆
ん
ざ
考
虛
し
て
ゐ 

な
い
。
洵
に
彼
は

P
h

y
s

i
o

c
r

a
t

ょ
ぅ
分
配
論
に
關
す
る
重
要
な
る
影
響
を
葳
れ
る

に

も

拗
ら
す
，
國
寓
論
は
本
來
一 

.

_

生
產
物
の
全
體
が
、

'

如
何
な
る
削
合
に
於
て

.

諸
階
級
間
に
分
配
せ
ら
る
、
か

.

を
考
究
せ
ず
、
其
の
剡
合
の
大
小
を 

決
定
せ
ん
ビ
す
る
分
配
論
を
有
せ
ず
、
後
來
の
理
論
經
濟
學
者
が
、

ff
l

丨
其
の
不
充
分
な
る
を
歎
す
る
が
如
く
、
彼 

の

分

配

論

は

僅

か

に

價

格

論

の

，
，

L

部
を
成
す
に
過
ぎ
な
い
。§

さ
れ
ば
其
の
富
國
策
に
於
て
分
配
問
題
の
考
朦
♦か
不
充 

分
な
ゐ
は
素
ょ
り
當
然
の
こ
ミ
で
ぁ
る
。

::

か
く
て
"

ス
ミ
ス
の
富
_

胄
は
.
先
づ
富
の
生
產
增
進
を
企
1]
1

、
分
配
問
題
を
左
程
蜇
耍
視
し
て
は
思
な
い
。

n
. 

w
.

 

o
f

 

N
.

 

v
o
l
.
L

 

p
.

 

3
9
5
.

.

.

...

幻
'
 Ibid.,. p. 

3.5r

(3
)

,
ス
ミ
ス
の
云
ふ
一
國
の
#
胄
は
o
p
g
gの指
摘
マ
る
が
如
く
、典
の
國
の
住
风
の
赞
济
艺
同
一
难
.で
は
な
く
*
;|
|
-
.
ハ
の
_
の
土
地
の
而
锁
|-
對 

す
る
或
は
乂
土
地
の
而
极
服
に
北
ハ
の
人
ロ
敝
に
對
マ
る
常
の
盤
の
割
合
に
依
つ
て
決
足
せ
ら
れ
る
€
解
す
ベ
さ
で
わ
るc(

c
a
n
i
.

 Theories 

of'production unddistribution, 3 rd.. E.d. 1 .920 , p.
. 

1
2
0
.
.
乍
然
，
富
11
人
:̂
對
し
て
.富
で
ぁ
リ
*
.
又
富
は

«1
?
;食
'の
何
人
か
1
.
1
侬
つ
て
所 

有
せ
ら
る
气
か
故
L
L:I
t
地
の
而
猜11

相
對
的
U

1國
め
赞
富
か
決
す
る
こw

t
r
w

び
窩
を
人
口 

u對
ず
る
比
例
：

I

還
元
す
る
か
、然
ら
♦さ
れ 
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國
富
論
の
根
i

.想11

就V

 

i

l

パ 

猛

_

で
？

0:
'
幸
-

ミ
ス
が
M

l
富
I

K

f
 

l

m
な
し
I

も
、
佾
ほ
彼
が
、

i

f

 

H

黨

の
_
民

备

人

*
の
所
有
す
る
所
な
り
导
れ
ぱ
、
彼

の

篇

S

蹄

し

て

究

齧

民

の

'
裏

增

f

目
，途
I

も
の
で
I

。

^
 

w
.

 

o
f

 
N
.

 

V
o
L

 

I. 

p
' 

t

£

{&
)
..
 

Ibid，
p. .32 .

:
.

:

ぺ
，
(«
)

ス
ミ
ス
の
常
の
槪
t

f
消
锻
財
に
解
m

L

就

S

次
ぎ
S

文
I

照
t

s
し
、

-

:
:-
'

小
臬
敎
授-

前
揭
論
文
、1

.
1

三—
1
1
四
.： 2
T

竹

^
-
謙

ニ

釋

國

裏

 1
、

.

.

.

.

.

I、
一：
 
二
四
丄
ニ五

；.

M

.、一

二
九
丨一

三
〇
M

。

:(
7

ン
ミ
ン
は
必
t

4

l

生
循
の
充
货
贪
て
獨
り
人
生
の
幸
福
な
り
奚
し
た
る
る
き
は
*

其
の
道
德
情
操
f

の
次
ぎ
の
句

I

で

知

。I
p
i
n
e
s
s
v
l
s

 in 

t
l
u
i
m
t
y

 and e
n
j
l
n
t

 (
A
d
a
m 

S

I
 

The 

H

I
 

of 

I

 

{

 

B
o
h
r
f
s

 

L
i
b
r
a
r
y
,

 

Ivo
I
r
, 

P
.209

V

柏
ほA

 

ン
は
後119

相
す
る
が
如
く
、「

身
體
の
安
思
、
心
の
平
和
U
於
て
は
.：
：

大
道
の
側
に
B
鹿

し

‘
し
て
ゐ
る
艺
食
は
、
國
王 

:

」

^
*赴
れ
を
得
ん
-̂
讲
ふ
所
の
安
佥
を
所
有
し
て
ゐ
る
^

ミ
述
べ
て
ゐ
る
。

;
:
.:
: 

4

ス
ミ
ス
に
於
て
は
眞
t

の
は
侖
法
の
自
的
で
は

打
く
し
、

手
段
で
t

o
 

(

河
合
祭
治
耶
、
I

I

I

.
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一
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1
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v
o
l
.

 

II. 

P
.  15
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.

10
<
o
-
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I. 

P
.

00
0
.
:
:

(nC
a
n
a
a
n
,

 

T
h
e
o
r
i
e
s
,

 

p
p
.

 

100
5
 

ff. 

?
 2301231

.

小
衆
敎
狡
"
前
揭
論
文
*1

ニ
八
頁
、
以
後
、
參
考

L
 

.
 

.
 

I.
 

-I
 

'
 

.

醫
 

f

i

!

.

s震
 

t

l

ミ

.
:
-
'
ス
、
、
、

ス
が
先
づ
其
の
富
國
策
に
於
て
企
圖
し
た
る
國
富
の
生
產
增
大
に
應
ず
ベ
き

經

濟

挪

.
論

は

如

何

な

る

も
の
で 

.

.

.

:

ぁ
る
か
。
暫
く
政
策
的
觅
地
を
離
れ
て
是
等
の
問
題
を
窺
ふ
こ
ざ
が
必
喪
で
ぁ
る
。
而
し
て
此
は
國
富
論
全
卷
の
緖 

.

fr

に
明
か
な
る
が
如
く
、
禅
ら
第
.
一
猶
の
前
半
^

第
二
篇
ビ
の
书
題
を
.な
し
て
ゐ
る
。

:
,
脒
に
述v

た
る
•か
如
く
，、
富
が
國
民
の
勞
働
に
依
つ
て
供
給
せ
ら
る
、
が
故
に
、
國
富
の
大
小
は
ニ
つ
の
異
る

®

;:
;

情
に
依
.

つ
て
左
右
せ
ら
れ
.
る
。
即
ち
、象
働
生
產
ヵ
0

大
小
ど
國
民
中
富
の
生
產
に
塞

す

る
も

の
の
占
む
る

割

合

.、

:

,

ミ
：ス
の
言
葉
に
從
へ
Iば
.

r

一
 

つ
ば
各
國
民
の
勞
働
の
一
般
適
用
上
の
熟
練
、
堪
能
並
に
：判
断
に
依
つ
t

他
は
有
用

勞
働
に
從
事
す
る
者
の
數
S

其
の
然
ら
ざ
る
者
の
數
ビ
の
割
合
に
依
つ
て』

左
右
せ
ら
れ
.

る
。(

脒
出)

然
か
も
ス
ミ
ヌ

ぃ
に
依
れ
は
文
明
國
に
於
て
は
右
の1

一
事
情
の
內
主
ど
し
て

勞
働
生
產
力

の
僧
大
が
富
の
墙
進
の
因
由
で
ぁ
る
o
而
し

て
勞
働
生
產
ヵ
增
大
の
M

因
はT

つ
に
分
業
の
事
實
に
依
る
.に
外
な
ら
な
い
a

隹
然
、
.勞
靜
生
產
ヵ
の
程
度
を
一
定

な
I

す
れ
ば
、
國
富
の
大
小
は
有
用
勢
働
者
數
の
大
小
に
依
つ
て
龙
右
せ
も
れ
る
。.
而
し
て
'『

有
用
生
產
的
勞
動

者
の
歟
は
.

.

.

.何
處
に
於
て
も

9
彼
^

を
働
か
す
に
.用
ひ
ら
る
、
資
本
量
ざ
^

の
用
ひ
ら
る
、
特
舞
の
方
法
ビ>

、

比
例
す
る』

。(
g

出)

 

：

"
 

,

國
富
論
第
1
篇
は
勞
働
生
產
カ
增
大
の
'原
因
ど
し
て
の
、
有
名
な
る
分
業
氣
を
以
て
始
ま
る
。
而
し
て
分
業
t
依 

る
勞
#
生
產
ヵ
0
增
進
は
結
局
三
稲
の
事
情
に
、即
ら『

第
一
は
各
特
種
勞
働
者
.の
*
能
、
第
二
は
一
種
の
仕
事
ょ
り 

他
褪
の
仕
事
へ
移
る
場
合
に
普
逾
失
は
れ
る
時
間
の
節
約
、
而
し
て
*
後
に
务
働
：を
容
為
飾
略
な
ら
し
め
、
以
て
一 

•

人
を
し
て
能
く
多
數
人
の
仕
_
を
爲
さ
し
め
得
る
多
數
の
機
«

の
發
明
に』

歸
せ
ら
れ
今
0)
乍
然>

 

分
業
の
亍
ば
る
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ニ
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國
8

|

本
思
想
に
.就

て

ノ
 

I

就

j

一

V

程
度
は
交
換
の
I

•

市
f

廣
狹
に
S

て
制
皞
f

f

f

文

f

l

s

l

l

诉

舉

、

.

織
：
：

誦
r

る
、
響

|

せ
！

.

I

一
職
業
't

 
’

. 

' 

' 

.

:

-

1

一
篇
に
於
て
ス
ミ
ス
は
國
富
の
生
.產
に
從
事
す
る
有
用
奮
勞
働
者
擻
を
決
定
す
る
も
の
ヒ
し
て
、
資
本
の
蔡 

0

に
資
本
|

用
途
に
¥

5

て
|

。『

資
本
8

嗇
に
依
？

增
加
せ
ら
れ
、
I

系

行

？

に
依
っ
て

入
碧

f

 

I

f

 

f

雪

I

へ
、

m

f

 

i

 

I

I

產
的
勞
働

」

者
|

持
す
る
f

s

下
す
る
か
、
又
は
利
子
を
得
ん
氣
め
に
此
れ
を
賢
付
け
雙 

:

"° c
て

蓄

は

生
I

勞
I

の
維
持
S

て
I

る
f

を
增
大
し
、
I
.
的
勞
働
者
數
を
增
加
す
るf

零
 

.i
°偏

n

ll *
g

] s

3

f 

§產

I

交
換
I

l

f
 

f、年
々

の
生
產
物

::
;
丨

J

力
t

穿

へ

る
I

I

の
S

僧
す
。S

1

國
民

2

地
及
び
年
々
の
生
產
物

.

の
價
値

f

加
し
得
る

1

 

咿
た
生
產
的
勞
働

s

f

 

f

か
、
或

l

g

ょ
I

爾
し
，S

.

るI

:

ベ
.？
 

*

 

0

 

^

 

f

 

^

 

a

'

. 

6

樹
力
す 
'へ
き
み
て
f

 

.
又
同
數Q

生
產
的
勞
働
者Q

達
力
を
僧
加
し
得
ん
；^
德

に

は

、
機

璧

具

を
f

N

y

 

^

y

f l
l

■

謹

i
i

i
s

i
i

塗

親
^

^

^

^

^

^

^

,

,

^

#
.く
召

產

が

勞

値

は

資

本

に

依

つ

て

*
持

.せ
ら

.る

.、
：け

れV
」

も
、

然

.か
も
等
額
の
資
本
の
動

.

.か
し
得
る
生

摩̂

^

働
裏
は
其
の
投
下
f

る
、
崖
の
種
類
に
依
つ
て
：大
い
に
^

る
。：
又
同
様
に
し
で
一
國
の
土
地
及
び
勞
働
の
年 

々

の

生

齑

物

に

附

加

せ

ち

，，る

S

價
値
.も
亦
異
る
。
ス
ミ
：ス
は
資
本
の
役
下
せ
ら
.
る〜

四
穩
產
業
_を
認
め
て
、
楚
れ
を 

「
(
I
〕

農
業
.

"

霧

."

漁
業(

S

H

業
、(

§

卸
賣
商
業(

應

業

)
(：

四)

小
賣
商
業
.ビ
す
る
。'
而
し
て
等
额
の
資
本
が 

.

動
が
す
_

的

勞

働

遵
は
右
の
順
序
に
從
ひ
、
農
業
資
本
が
他
の
三
者
に
比
し
て
最
も
多
數
の
生
產
的
勞
働
者
を 

働
か
し
、
且
つ
最
も
大
I

價
値
I

出
附
加
す
る
I

し
I

し
i

の
資
本
に
し
て
是
等
總
て
の
產
業
を
同
時 

に
營
表
ん
S

め
に
木
^

分
な
ふ
時
に
は
、
先
づ
最
翁
利
な
る
農
業
に
投
資
し
‘
順
次
商
工
業
に
及
ぶ
を
以
て
資 

:
本
充
實
の
最
扼
徑
で
ぁ
ぅ
、S

從
つ
，

H

又
國
富
增
進
.の
最
捷
徑
で
ぁ
る
。

.

^

增̂
大
に
關
す
る
限
ぅ
ス
：
ミ
ス
が
富
國
策
の
理
論
的
裉
據
は
凡
そ
右
の
、如
ぐ
で
ぁ
る

0
,

⑶

I
b
i
d
.

 

p
.

 19
. 

.へ
：
 

w
.
: Ib

i
d
.

 

p
.

 320
.

.

:

:

(4J
b
l
p

 P. 

?
2

 

パ.
:
! 

‘ 

'

(5
)

V

P

g

 

I
b
i
d
.

 

p
i
〕
. 

3
4
0
-
3
4
4
.

(7)
I
b
i
d
.

 

p
.

 

3
4
6
:

四

ス
ミ
ス
の
麗
學

1
1

:
1

雪
I

I

上
に
立

0

て
ゐ
る
。
今

f

に
I

f

蒙
研
觉
方
法
の
上
'か
I

.
れ 

5
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を
觀
れ
ば
、
演
禪
法
歸
納
法
が
其
處
に
並
存
し
て
居
り
、
而
し
て
前
者
は『

自
然
の
.
假
說』

t
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 

h
y
p
o
-

 

t
h
l

に
基
く
先
驗
的
推
論
で
あ
後
者
は
事
實
に
基
く
經
驗
的
推
理
で
•

あ
る
。
®
に
前
者
は
形
而
上
學
的
目
的 

論
を
後
者
は
因
果
論
を
構
成
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
南
者
は
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
。
ス

ミ

ス
は
彼
の
形
而
上
學
的 

M

辯
の
結
染
.
の
眞
な
る
こ
e

を
支
持
せ
ん
が
爲
め
に
、
又
其
の
疋
し
き
こ
^

を
確
證
せ
ん
が
爲
め
に
、
經
驗
的|

|

識 

に
訴
へ
た
る
'も
の
な
り
^
解
す
べ
き
で
あ

&
ぅ
。
彼
自
身
其
の
歸

納
的
觀
察

中
に
尙
ほ
よ
ぐ『

自
然
の
假

說』

に
基
く 

結
論
の
確
證
を
，
自
然
の
法
則
の
實
證
を
得
た
り
€
信
じ
て
ゐ

た

の

で

あ

ら

ぅ

。
の
«
が
究
極
信
じ
て
疑
は
ざ
り
し
根 

本
思
想
は
形
而
上
學
的
目
的
論
に
あ
ぅ
、
而
し
て
•國
富

論

ば
幾
多
の
經
驗
的
觀
察
：を
包
有

す

る

に
拘
ら
ず
、
究
極
肜 

而
上
學
的
迤
礎
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。の

メ
ミ
ス
の
：根
本
思
想
は
自
然
神
學
並
.に
自
然
法
學
說
に
由
來
に
す
る
。
IE
.

U

彼
が
道
德
情
操
論
中
に
說
く
所
に
從 

.:
へ
ば
ノ 

.

'『

宇
宙
の
總
有
る
方
商
に
於
て
、
吾
人
は
人
々
が
生
；
#'
し
め
ん
ご
企
圖
す
る
目
的
に
對
し
て
手
段
が
最
も
精
妙
に
調 

整
せ
ら
れ
て
ゐ
*%
の
：を
觀
、
而
し
て
|
«物
？
'又
はI
動
物
體
の
機
構
®
i5
、
如
何
にI

切
の
も
の
が
個
體
の
保
存 

で
種
の
繁
殖
ど
の
自
然.の一.1

太
目
的
を
進
め
ん
が
爲
め
に
エ
夫
せ
ら
れ
て
ゐ
る‘か
を
嘆
賞
す
る』

。g 

『

斯

ぐ

し

て

自

己

保

：存

S
種

の
：繁

殖

？

は
、
自

然

が

：

1

切

：の
；
動

物

を

造

る

に

當

令 

は
れ
る
。
人
類
は
是
等
の
目
的
の
：欲
求̂
其
の
反
對
の
嫌
悪
ヒ
を
賦
與
せ
ら
れ
て
ゐ
な
。
I…

：
乍
然
吾
人
は
斯 

し
で
.
.甚
だ
强
烈
な
.る
是
等
の
目
®
の
欲
求
，を
.賦
與
せ
、b
れ

て

ゐ

る

が

、
，
是

等

の

：自

的

を

、遂

行

す

る

適

當

の

.方

法

を 

發

.見
す
る

.> 

'
ビ

：
は

、
：
薔

人

め

；
埋

^i:

の

緩

谩

、
不

確

實

な

'る

泱

定

せ

て

：
澉

：
で

居

：

&
t'
、
良
然
ば
：吾
人
を
本

來
直

、

接
の
本
能
に
依
つ
て
是
等
の
目
的
に
向
は
し
め
て
^

る』

。-̂
.
'

『

他
の
總
有
る
理
性
：あ
る
：§

の
幸
福
も
亦
人
類
-0
幸
福
も
、
彼
等
を
生
存
せ
し
む
ぇ
に
當
っ
：て
&
然
の
創
造
者
が 

本
來
意
圖
し
た
る
目
的
,で
あ
つ
介
ど
思
.は
れ
る』

.O
S

V

。： 
_

人
類
を
含
む
一
切
諸
物
0

完
成
幸
福
は
、
素
"

創
造
者
の
意
圖
し
た
る
所
で
あ
^
^
而
し
て
此
の
目
的
實
現
の
爲 

め
に
人
類
'は
適
當
な
る
本
能
衝
動
を
賦
與
，
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
人
が
自
然
に
依
つ
て
與
ベ
ら
れ
た
る
所
に
從
つ
て 

行
動
す
る
：こ
^

は
、
：
本
來
神
に
因
つ
て
意
圖
せ
ら
れ
^

る
幸
福
を
實
現
.す
，る
の
道
で
.
あ
る
。.
神

の

創

避-'
»
+
«
中

に

あ
 

つ
て
諸
物
に
與
ヘ
：ら
：れ
た
る
動
力
？
、
其
の
■
發
戚
の
法
則
並
に
®:

序

.
ス
ミ
，<

が

『

自
然
的』

S

稱
す
る
所
の 

も
の
で
あ
つ
て
、
此

の『

自
然
的』

な
る
も
の
を
現
實
經
驗
の
世
界
に
認
識
せ
ん
さ
す
る
は
、
即
ち
、
彼
の
自
然
觀 

で
あ
る
。
而
し
て
又r

自
然
的』

な
る
あ
の
は
同
時
に
善
な
る
も
の
、
J H
な

る

も
の
、
有
用
な
.
る
も
の
ビ
同
語
義
I
.で
め 

る
(6
)

せ
確
信
す
る
は
'

十
八
世
祀
啓
蒙
哲
學
^

共
猶
な
る
思
想
で
あ
つ
て
、彼
も
亦
.是
辱
の
觀
念
を
泥
向
し
、
而
し
て 

神
の
意
圖
に
對
し
て
有
用
な
る
萬
物
の
完
成
幸
•福

の

結
.®

を
信
賴
し
た
。
斯
ズ
の
如
き
信
賴
は
彼
の
樂
天
觀
ダ
し
て

知
ら
る
、
所
の
も
の
で
あ
^

。
.

然
か
も
、
此
の
自
然
觀
ビ
樂
天
觀
せ
は
常
に
相
农
裏
し
.
,
相
合
し
て
彼
の
形
而
上
學

.

.

.. 

.

.

.

的
目
的
論
の
兩
面
を
成
し
て
ゐ
：る
：
。

：

'

'

然
&

ば
>

經
濟
生
活
の
範
圍
に
於
て
ス
ミ
ス
は
其
の
根
本
思
砠
を
㈨

㈣

に
發
展
せ
し
め
た
る
か
。
吾
人
は
先
づ
* 

彼
が
國
*

論
に
於
け
る
唯
一:
0

目
的
允
办
し
富
國
策
の
趣
論
的
基
磯——

前
節
に
述
べ
た
る
彼
の
理
論
的
考
察——

 

じ
關
聯
す
る
其
の
启
然
觀
の
經
緯
を
知
る
こ
ミ
が
必
要
で
あ
る
。
：

ス
ミ
ス
に
從
へ
ば
、

:
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『
各
卿
人
.が
自
已
0
生
活
狀
態
.を
改
善
せ
んVJ

す
る
自
然
的
努
力
は
、自
_

ヾ

」

安
全
ビ

を
以
て
之
れ
を
行
ふ
こ
ビ
を 

許
さ
れ
■て
ゐ
る
場
合
に
は
> 
遨
翁
有
カ
な
る
原
理
ヤ
あ

つ

て

、

獨
6

之

れ

の

み

に

て

何

等

の

.助

力

な

ぐ

ど
も
.、

啻

に 

社
會
を
富
ぞ
繁
炎
に
導
呤
得
セ
:0
み
な
ち
^
フ
叉
愚
劣
.な
^
人
爲
の
法
徘
{1
依
つ
て
其
の
-作
用
を
佘
>
に
座
5
妨
げ 

る
所
の
做
越
な
る
總
有
冬
妨
«

に
打
勝
ち
得
る
も
の
で
あ
る
_

』

^
' ;
.

,

ス
ミ
ス
が
茲
に『

各
個
人
が
自
己
の
生
活
狀
態
を
改
善
せ
ん
、/

」

ず
る
自
然
的
努
力
せ
云
ふ
は
、
谷
個
人
が
自
然
に 

依
つ
て
與
へ
ら
れ
た
る
自
利
心
严
の
發
動
に
從
つ
て
衍
動
す
る
の
謂
で
あ
つ
て
、

一

切
の
經
濟
活
動
は
各
人
の
自
利 

心
の
發
動
に
基
《

觀
ら
れ
、
觅
に
經
濟
社
會
の
組
織
並
に
其
の
發
達
ち
亦
本
來
神
,0

.«
圖

し

た

る

弭

で

あ

^

て
、

何
等
か
0

人
爲
的
方
策
に
侬
-9

て
完
成
せ
&

る
>

も

の

.
では
？

V 
.寧
ろ
各
入
の
自
利
追
及
の
有
利
な
る
自
然
の
結 

果
で
あ
.る
€
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る

。

か
ぐ
て
彼
が
文
明
»
會
に
於
け
る

富
の
鑛
く
べ
き
增
進
の
原
因
な
り
ビ
見
®

し
た 

る
分
業
は
、『

素
>

其
の
來
す
.
'
!般
の
甯
裕
を
豫
見
し
、
且
つ
意
圖
す
る
何
等
か
，の
人
智
の
結
果
で
は
な
く
、
柯

等

か
y 

る
宏
大
な
る
.
利
益
を
考
最
せ
ざ
る
人
性
の
あ
る
：性
向
、
：即
ち
一
物
を
他
物V」

取
引
し
、
交
易
し
、
交
換
せ
ん
ど
す
る 

:

性
甸
の
>

甚
だ
緩
漫
に
徐
々
で
は
：あ
る
が
、
必
然
的
の
.
結
果
で
あ
る
.。』

§

而
し
て
..交
換
は
人
間
の
自
利
心
に
侬
つ
て 

發
埏
し
"

交
換
經
濟
の
確
.立
は
®

に
分
業
を
發
展
せ
し
め
る
。
卽
ち
、
彼
は
謂
ふ
。

—
『

：
：
人
は
殆
んV」

絕
え
：ず
其
の
伸
間
の
助
力
を
必
喪
S

す
る
。然
か
も
人
は
單
に
伸
間
の
恩
恶
に
依
つ
て
の
み
之 

れ
を
得
ん
ビ
す
る
も
徒
勞
で
あ
る
。
«-

ろ
若
も
自
己
に
有
利
_に
他
人
の
自
愛
心
に
麵
へ
、
且
つ
自
己
が
他
人
に
求
む 

る
所
を
，
自
己
0

爲
め
に
他
-

<
:

が
爲
す
は
锻
等
自
身
の
：利
益
な
る
と
S

を
、i
彼
等
に
：知
6

し

，
め

得

る

な

ら

ば

.
、
其
'の 

0

袖
^

,
達

す
:̂

に

.
1

層
.

®

か.
で
*

、も

何

入
.
も
他
人
で
何
等
か
の
賣
贺
申
&

を
@

す
.も
.0

は

、

此

ぐ

な

さ

ん

マ

」

.
考 

W:i

へ
る
。
予
の
.
欲
す
る
所
の
も
の
を
予
に
與
へ
ょ
。
：然
旮
ば
予
は
汝
の
欲
す
る
此
の
も
の
を
興
ベ
ん
。
€

は
總
て
か
、

る
巾
込
0
章
味
で
：あ
る
。
斯
く
の
如
ぐ
に
し
て,

罟
人
は
興
0
必
要
ビ
す
る
世
話
..の
殆
ん
め
全
部
を
瓦
に
受
く
る
の 

で
.
あ
る
彳
吾
人
の
_

.

は
肉
屋
：
>
 

酒
崖
又
は
麵
»

霉
の
恩
惠
:̂

俟
づ
.に
非
1̂

し
て
>
 

彼
等
が
自
ら
^

利
益
を
考
.
へ.
^

が
爲
め
で
あ
る
、。
：吾
人
«

彼
等
の
_

悲
心
に
：訴
ふ
和
に
*

や
し
て
：、
f

の
自
S

心
に
訴
へ
"

且
つ
■
じ
て
彼
等
に 

對
し
て
吾
人
自
ら
の
.必
要
を
說
か
中
し
：て
彼
等
の
：利

益

を

說

く

！

『：

か
ぐ
て
彼
自

.

&

の
•

勞
働
所
產
中
自
ら
の
消

®

以

上
に
：出

づ
.

る
餘
剩
の
杀
部
を
他
人
の
勞
«
所
產
中
自
己
の
必
要 

ミ
な
す
が
如
ぎ
部
分
を
交
換
し
得̂

0

確
賞
な
る
：ご
せ

«

「

谷
人

§

:

て

進

ん

^̂

で̂ 

T

此
の
特
挪
の

.

業
務
に

«

.

し
て
备
人

0

有
す
る
伎
能
、：英
才
を
總
て
練
磨
し

i

せ
し
め
も』

。

§

 

4 

(

4

業
の

.

起
.

源

は

人

間

の

：交

換

性

向

に

’

在
$

，
交
換
は
各
人
め
自

_

心
に
街
つ̂

.

發
域
ず
る

'

。
從
つ
て『

豸
㈣

®

㈣

 

は
：自
利
心

U
:

刺
激
せ
ら
れ
て
#

業
を
導
き

i

發

族

せ

し

む

ビ

ま

ふ

，
べ
き
で

.

あ
る
’。

メ
ミ
ス
：が資
本
を
以
文
議
富霞

： ®

至
.
要
®

原
-因
な
务
ビ
見
做
心
：た
I

)

？
は
：旣
i;

述
べ
た
る

_

所
で
あ
る
。：1 |

1

!

，
ち

資

本

は一
つ
は
^
產
«
勞
働
者
を
*
持
し
、
他
は
勞
働
：義

カ

を

增

大

す

る

。
而
し
て.資
本
は
國
离
の
.增
進
は
伴 

つ
て
吝
嗇
節
約
に
依
つ
七
漸
次
蓄
撤
せ
ら
れ
る
。，
か
<
て
彼
は
飾
約
.家
を
以
て
總
で
：社
會0
恩
入
で
あ
\

浪
©
者
：
 

を
以
て
總
'て
社
會
0
公
敵
で
あ
る
式
做
し§
>
再
び
座
摩
消
費
平
衡
論.■を
說
'
:い
た
。'
;
£(

も
彼
は
.資
本
の
蓄
«
が
、
诗 

利
心
0
發
動
に
依
つ
X

§

S

0

る
：.？
の
®

_
に
：達
し
て
る
る
。.其
：
の
：論

梦

る

所

に

#

へ
ば
>

『

浪
费u

就
て
之
れ
を
^

る
に
"
人
の
失
費
を
促
す
旗
理
は
現
在
0

享
樂
に
對
す
，：る
歆
赞
で
あ
.
つ'
て
、
此
は
時
に
ン 

極
：め
.

て

强

烈

：
に

し

て

、

且

づ

是

.
れ
を
制
す
る」

』

足
甚
だ
讓
な
る
枣
、：

r

般
に
：は
嘴
だ
#

間
的
に
：し
て
、
直
つ
®

發■
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第
三
號

，九
八

掷
の
も0

抡
る
に
過
ぎ
中
。
乍
然
節
約
.を
促
す
原
理
.
は
：吾
入
0

生
活
狀
態
を
改
善
ぜ
ん
と
嗲
る
欲
求
で
あ
っ
て
>
 

此 

の
秦
求
林
大
擷
¥

靜
藩
著
炎
る
.
も
0

:«

れ
.

^

も
？
母
_

:

:
ょ
.
ぶ
吾
：タ
贫 

^

る
ぢ
め
，で
.
あ
る
!°

此
0

^

死
(?
)

.

|

|瞬

間

を

分

^

每 

,.
る
！
®

_

,

に
充
分
へ
に
自
:&

の
境
遇
ね
#

ん
中
為

1

:

_

間
冬
恐
ら
.ぐ
：«

な
い
。,

財
產
を
僧
加
す
各
こ
ビ
は
、
殆
ん
オ
總 

:

し
て
の
-

<

.々
が
'彼
等
'
の
生
®

^

態
を
改
善
、せ
ん
こ
：ビ

会

希

令

方

法

，で
あ
ト
、：

此
谈
最
も
普
通
.に
し
て
最
も
明
臼
な 

る
苏
法
で
あ
る
o

而
し
て
被
#

の
^

^

:
を
增
加
^

.

る
*

も
適
坳
な
る
方
法
は
、
IE

規
.に
且
-Q

年
：々
に
彼
等
が
：獲
得
す 

る
か
、
成
'は
.あ
么
異
常
め
^

^

得
る
所
^

も
^

め
中
あ
-
る
部
分
を
節
約
.

^

?

は
漆
^

裼
合
^

诚
殆
ん
ぎ
總
'
で
(2
>

人
々
.
に
在
-

^

>

;あ
る
：人
々
に
'

は
殆
ん
^

緯

の

場

合

：に
在
る
も

P

然
か
も
殆
んW

 

'

«

て
0

人
々
ね
あ
.
.っ
オ
«

、
：其
0

生
涯
：の
全
體
を
平
均
せ
ば
、
節
約
.の
原
理
は
啻
に
：前
者
に
優
；る
の
み
な
ら
ず
、
實 

.

に
矢
い
に
.
優
る
.
も
の
で
あ
：る
。』

雜
に
政
庥
の
浪
费
不
行
跡
ほ
私
：入
の
萁
れ
に
比
し
^

べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
 

;:
-:
:
;

『

乍
然

、.
.經
驗
上
、
：
.此
の
：.節
約
善
行
は
多
く
の
：場
合
啻
に
個
人
の
裁
^

::

の
公
0

浪
戥
を
'も
償
ふ
.

U

充
分
で
：あ
る
ミ
考
へ
&

.

る
。
1
自
己
：の
生
活
：1

.を
改
善
ぜ
ん
ざ
す
る
各
人
の一

様
に
し
て 

ヾ

木
.

_

不
斷
な
る
努
カ
は
、
_

^

<

國
富
も
素
_

っ
で
生
幸
る
原
理
に
し
て
、
屢
ぶ
政
府
の
浪
費
S

且
っ
又
行
政
上 

::
:

:

..の
®

大
の
誤
謬
あ
.る
に
拘
も
ず 
>
 

改
善
に
萊
る
S

0

1

的
進
步
を
充
分
維
持
す
る
力
が
あ
る
。
動
㈣

ヰ
ヰ
の
未 

へ

知
‘
の
原
理
の
如
ズ
、
管
：に
'
疾
病
0

き

&

t

又
臀
師
：の
不
合
理
な
る
處
方
あ
る
に

拘
G

ず
、其
は
屢
i

組
織
の
健
康 

S
氣
カ
ぜ
'を
恢
復
す
，る
。』 g

,
V

•>
.
,
£
:
. 

.

_ 

E
,に
資
本
の
，用
愈
：

關
す
る
：ス
>、、/ス
：
の

，
自

然

觀

を

窺

べ

'
.ば

、
, 

:

'

『

各
個
人
は
絶
え
す
其
の
用
ひ
得
る
資
本
の
何
れ
に
對
し
て
最
も
有
利
な
る
州
途
^
,見
出
：

T

ん
ビ
赞
力
し
つ
、
办 

る
。
彼
.が
考
虛
す
る
所
は
，實
に
，彼
自
身
の
利
益
で
あ

つ

て
社
f
の
利
益
で
は
な
い
9
然
か
も
彼
自
身
の
利
益
の

#

1| 

は
、
自
然
に
或
は
寧
ろ
必
然
に
、
彼
を
導
い
て
社
會
に
S

つ
て
最
も
利
盎
あ
る
用
途
を
擇
ば
し
む
。』

(1
0

而
し
‘て
*

本
投
下
の
順
序
に
|«
し
て
ス
ミ
ス
は
謂
ふ
チ

『

彼
自
身
の
利
潤
の
.考
朦
は
あ
る
資
本
の
所
有
渚
を
し
て
之
れ
を
農
業
に
役
す
る
か
、
製
造
業
に
投
中
ろ
か
'
或
は 

.

卸
賣
商
業
に
又
は
小
賣
商
業
の
あ
る
特
窀
部
們
に
投
ず
る
か
を
決
せ
し
む
る
唯
一
の
動
：機
で
あ
る
。
其
の
.資
本
が
退 

等
異
れ
る
方
法
中
何
れ
に
：投
达
ら
る
、
か
に
侬
づ
て
、
其
の
資
本
の
動
か
し
得
べ
き
生
康
的
勞
働
の
最
に
差
違
あ
，
^

 

而
し
て
其
の
資
本
♦か
其
の
社
會
の
土
地
及
び
勞
働
の
年
々
の
生
*
物
に
附
加
し
#

ベ
き
僙
値
に
蝥
異
ゐ
る
こ
S

は
決 

し
て
彼
の
考
盧
に
這
入
ら
ね』

。g.

 

V
J
O

乍
然
、
各
人
の
其
の
資
本
に
對
す
る
考
慮
は
自
然
に
先
づ
農
業
を
發
達
せ
し 

め
"

次
ぎ
に
都
市
の
製
造
業
に
及
び
，
然
る
後
外
國
贸
.易
の
發
達
を
促
す
。g

『

夂
故
に
事
物
自
然
の
成
行
に
從
つ
て 

發

達

し

つ

、

あ

る

；
各

社

會

の

»

本
；の
大
部
分
は
、
先
づ
濃
業
に
、：.
然
る
後
：製
.
.造
業
に
；、
’

而

し

て

最

後

に

外

國

贸

.勤

に 

向

.̂

ら
れ
る』

g

:

即
ち
資
本
投
下
0

自
然
的
順
序
は
i :

旣
に
：述
ベ
た
る
所
：?'
對
比
し
て
、

ス
ミ
：ス
：に
.

め
つ
て
は
'
國
富
僧
*
の
爲
め
に 

最
も
有
卿
^

る
：順
序
で
あ
る
。
«

本
利
潤
0

;
高
低
：に
應
じ
て 
' 

各
個
人
が
■自
利
.
心
の
‘
命

：ず

る

所

：に

從

.
つ
て
、
自
己
の 

資
本
を̂
!

己
.
に
有
利
な
る
方
爾
に
#

下
し
又
は
轉
^
^
.
:
^

の
結
果
は
.
、
自
然
に
：其
.の
«1
:

*

0

生
產
的
勞
働
の
«
大
傲 

を
^

|

&
し
、
社
會
に
？
つ
て
最
^

有
利
せ
す
る
所
に
'f

致
す
る
。
；人
爲
询
干
涉
«

く
し
：て
各
«

會
：0
資
本
は
、
自
然
に 

全
兼
會
の
.
利
溢
^

最
.
も

.»

都
合
な
：る
割
合
^

出
*

.

る
丈
：«

近
く
分
糊
せ
.
ら
れ
：て
.
、

I

切
の
：產
業
：に
分
布
す
.

る
6

、
資
本

第j
i
t
1
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第
二
十
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(

三
九
八)

威

直
.の
，根
本
思f

就

て 

0

§
 

5

0
 

投
^
.
の

運

的

順

序
;>
.
$

:
の
自
然
的
流
動
の
斯
ぐ
の
如
：き
.望
蓬̂
き
結
果
は
.

」

.
つ
、.に『

|

ぎ
る
手
0=
;
の
5
|

す
る 

所
^
ぁ
る
。

g
か
く
て
資
本
の
操
下
，
轉

向

の

息‘的

需

は

一

_
の
：1
'猶

の

議

晦

に

尚

然

的

帮

衡

を

：

生
#
.し
む
P

斯
ぐ
の
如
き
»

業
0

自
然
^

难
雜
の
#

す
：る̂

1

;«

經
濟
*

會
の
最
も
健
全
な
る
狀
賴
で
め
つ
て
、
其
は
^

か
も
、 

體
の
：飿
全
に
ft

せ
ら
る
ベ
き
も
0

.

で
：ぁ
る
。§
錄
に
至
,

つ
て
ス
ミ
ス
は
國
民
經
«

;

の
有
機
的
1

に
到
達
し
て
ゐ
る
。
 

而
し
て
一
有
機
體
？
L

t

:0

ニ
.

國
經
濟
II
;

食
の
蝕
全
な
，る
發
達
：@
.
原
動
カ
は
各
人
：の
自
利
の
自
_

^

^

追
及
是
机
で
ぁ

る

。 

•

苫
の
-

生
鹿
潜
進
に
#
'
ふ
經
濟
社
會
の
發
逄
に
脚
す
る
ズ
ミ
ス
の
自
然
11

は

凡

：
そ

右

の

如

，
ぐ

で

ぁ

る

。 
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运
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て
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o
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I寧 
一g
l
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瓦

.

喜

に

述

'ベ
た
る
ス
ミ
ス
の
茵
然
觀
ビ
彼
が『

見

え

ざ

拿』

の
醫
に
對
す
る
雜
き
信
S

は
、
彼
を
f

て
：
. 

ら
M

e

l

f

の
入
爲
政
策
を
.
辛
雜
に；

攻
擊
せ
し
今
.
而
し
て
他
魏
麵
濟
政
策
I

,『

完
全
な
る
I

I

如 

S

自
然
的
制
度』

e

を
擁
護
せ
如
む
る
に
至
れ
る
S

に
當
然
f

.

 

I

ぁ
る
。
，蓋
し
I

政
策
^

^
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つ

安

全
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從
I

行
動

f
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I

妨
げ
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然
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.
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I

I

て 

望

嫌

l
o
r
r

 

し

1
國
涸
會
.
の

讓

當

_

雞

衡

、
；.诌
然
め
秩
序
灌
壞
丨
、
：業

を

1

'

:

_醫
集
猶
せ
し
め
、
經
濟
瓧
f

爲
め
に
不
健
全
に
：し
て
最
I

險
f

不
秩
序
の
狀
態
I

く
が
故
で
t

c

『

か
I

栽

S

篇
 

讯
皮
か
完
全
.
に
取
除
か
名
、
.
な
ち
ば
,"

明
瞭
に
'
し
て
：簡
輩
な
|
自
然
的
爾
曲
0
制
度
#

自
6
打
も
建
て

ら

る
：。
各

、

 

は
_

の
法
を
犯
？

る
限
'

 

直
の
欲
す
ゐ
身
に
自
家
の
利
管
追
及
し
，
其
の
勸
勞

S

資
本
馨

以

て

他

 

人
分
、し
ぐ
I

の
國
體
の
.人
々
の
，其
れ
S
競
#

す
る
爲
め
に
完
全
.：に
放
任
せ
£

れ
.
る
。
主
機
者
は
：、
せ
が
之
I

を
？

I

は
ん
菩
る
に
常
つ
て
參
に
：幾
多
I

惑
に
管
に
I

:す
る

I

成
之
れ
|

當
に
行
ふ
に
I

充
分
な
る
ベ
き
任
務
か
ら
、
即

ち

私

人

の

產

業

を

之

れ

I

 

;
し
て
旭
會
の
利
益
に
录
も

f

適
合
す
る
諸
事
業
に
向
は
し
め

f

云
ふ
任
務

.か
ら
、全ヾ
免れ
る

』

。
⑶

彳

‘ 

'
ス
ミ
ス
が
、
經
濟
政

I

唯

j

の
理
想
は
自
然
的

I

s

度
に
あ
る
。
從
つ
て
富
靈

I

統
的
樹
立
を
思
ふ 

國

富

論

の

唯一

の
結
論
は
經
濟
政
策
上
の
自
由
主
義"
所

謂

喜

放

任

論
.の

|

つ
に
f

る
も
の
ど
云
ふ
べ
き
で
あ

I

る
：
；自
基
任
論
其
れ
息
は
极
極
的
主
張
で
あ
る
が
、
其
の
內
容
が
人
爲Q

政
策
一
切
を
講
す
る
消
極
策
こ
越 

ぎ
さ
る
は
彼
に
^

有
な
る
樂
天
*!

が
其
の
®

調
を
爲
せ
る
が
故
で
あ
る
。

::
.

:

a

利
追
及
の
S

な1
.
5

を
辯
饑
す
る
ス
ミ
ス
は
、

一
而
に
於
て
.自
利
の
追
及
I

し
て
望

で

あ

る
1

ノ 

(

後
出〕

、
而
し
て
他
而
S

湯

の

妨

審

2
2

し

て

言『

不
正』

で
あ
る
の
み
な
妻
又『

無
禮』

で
あ
るS

K
〗
S

 

『

人
類
の
最
も
神
f

る
權
利
の
明
f

石
浸
®』

で
あ
る
墓
ふ
。の
乍
然
、
彼
の
云
ふ
自
段
如
何
な
る
揚
合
こ
於 

H

も
K

®
無
邻
酽
な
る
，I

曲
で
は
.
な

い

。
彼

が

.
國

赏

#

中

屢

^
自

利

追
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云

ふ
.場
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自

由
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宏

令
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以
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眞

す
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|

|

義
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法

を

犯
|

る
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…
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に

自
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に
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愚

.
ひ

、
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h

h

隣
人
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畨
す
ろ
こ
S

な
し
に
適
當
な
々
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考
ふ
る
方
法
に
於
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S

る
謂
ふ
に
徵
し
で
是
れ
を
見
れ
ば
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力
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疋
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し
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ゐ
ネ
。：：旣
：に
其
；の
.
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徼
情
操
論
中
^
^
 ̂

昇
^

を
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ん
ど
競
爭
す
る
：に
當
っ
て
、
彼
は
其
の
，競
爭
者
の
總
て
を
追
越
さ
ん
が
爲
め
^

>

出
來
ふ
丈
け
熱
心
に
走
k

巾
®

 

S

肉
S

「

切
緊
張
す
f

宜
し
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然
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彼
が
競
爭
者
寫
人
か
：翁

き
|

し
到
す
な
ら
ば
1
丨
吣 

觀
者
は
寬
容
な
る
態
度
に
出
で
.
な
い
。
：其
れ
.
は
：傍
觀
者
の
許
し
得
ざ
る
公
平
な
る
勝
負
の」

侵
赉
で
あ
る』

。(0
)
而
し
て 

彼
は
'̂
.ふ

『

JE

義
は
：
；
v

:

c
社
曾
の)

全
堂
宇
を
支
.
.へ
：る
*

黑
柱
で
あ
 ̂

.若
'し
此
れ
が
取
柳
は
る
、
な
ら
ば
、入 

間
社
富
宏
大
な
る
蓮
は
瞬
關
に
し
て
驚
に
I

す
る
S

違
な
い
。
此

の

鐘

を
i

し
-
此
れ
を
支
持
す 

る

は

4
,

の
世
に
於
て
は
.
.
. •
'
:
•
#
に
自
然
が
果
敢
V

る
意
を
：用
ひ
來
た
ぅ
し
所
で
あ
る
ミ
考
へ
ら
る』

(
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ビ

。
か
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て
.
谷
人
が
完
全
に
囱
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に
自
家
の
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.益
を
追
及
す
る
こ
^

は
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ょ
>

神
の
意
圖
す
る
所
で
あ
る
。
然
か
も
神
は
特
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，人

沿

の
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幸
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平
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に
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持
せ
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め
.
に
进
義
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：維
持
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る
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IH

義
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し
て
ス
ミ
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に
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て
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、
神
の
嫌
到
に
織
せ
ら
れ
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ゐ
る
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を
觀
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ス
ミ
ス
が
自
矛
の
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を
是
敲
せ
る
.
根
據
は
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ょ
卜
其
の
：.形
而
上
學
的
目
的
論
に
存
す
る
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人
は
疑
も
な
ぐ
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然
に
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つ
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て
先
づ
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ど
し
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自
ら
の
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に
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心
す
る
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¥

ヒ
：せ
.

&

る
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し
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人
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自
己
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す
る
に
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層
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し
て
ゐ
る
が
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に
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斯
く
す
る
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從
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て
各
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は
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湖
す
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》
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關

す

る
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に

遙
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す
l
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f

f
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象
CD

刹
益
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へS

し
得
る
も
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I

る
|

:

遠
莳
に
於
て
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ス
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ス
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1

キ
政
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寒
S

法
者
：若
し
I

國
I

主
權
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人
の
爲
め
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に
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ら
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ァ

彼
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#
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あ
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ゐ
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。

若
し
入
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干
渉
に
ー
し
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は
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其
は
諸
_
の
；弊
寄
を
伴
ぷ
0

み
な
ら
ず
、
又
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か
.
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$
富
ビ 

繁
榮
に
向

ふ

一
國
民
の
©

然
的
進
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を
；§

か
ら
し
む』
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に
又『

法
：—

#
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»
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1
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ら
の
㈣
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を
自
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樣
任
し
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く
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あ
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彼
等
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法

者

が
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得
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も
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善
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刺
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得
る
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違

^
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に
ス
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ス
が
其
：の
自
：然
的
自
由
の
制
度
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下
に
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、認
；め
た
る
自
曲
は
、
社
#

の
意
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機
關
の
强
制
.か
$
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,|5
1
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を
意
味
し
、
：而
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て
各
：人
の
資
本
並
.
に
勞
働
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關
す
る
：自
由
を
薏
味
ず
'
ゐ
.
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却
說
、
吾
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ス
ミ
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：の
自
由
放
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の
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を
な
す
も
の
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锻
に
特
有
な
る
■
天
觀
で
あ
る
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ー
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し
て
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い
た
。
ぎ
し
て
彼
の
樂
天
觀
は
究
極
ニ
筒
の
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樂
天
的
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想
を
包
含
す

‘

る
も
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で
あ
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。

一
つ
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國
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會
の
富
の
生
產
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す
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つ
て
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追
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資
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狀
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榮
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追
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生
產
物
の
全
體
が
.社
會
.の

諸

階

級

、
の

人

々

.に
如
何
な
る
削
合
を
以
^

分
^

せ
ら
る
、
.

沪°

此
の
割
合
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す
る
も
0

は
何
で
あ
る
か
o
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く
の
如
き
問
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ス
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來
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扱
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w

;t

指
：所
勢
は
な
く
し
：

P

、
彼
は『

#

«

 

の
生
產
物
が
社
會
の
諸
1«

級
並
に
.樣

々

の

境

遇

：
の

人

：
々

の

_

に
.
'自
然
{;
;分
«

せ
^

^

:
:̂
«

字
^

を
明
か
な
6
1.
め
ん 

ヒ
し
た
。
乍
然
，
事
實
彼
の
分
酣
論
は
價
格
論
か
ら
導
か
れ
た
る
社
會
諸
階
級
の
ル
得
論
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち 

被
は
價
格
を
分
析
し
て
賃
.銀
、
利
_

及
.
び
»

代
'0
1
|
1講
成
喪
素
.
を
#

#

:

る
後
3

_

の
生
鑛
膨
.

0
备
體
も
亦
是
等
^
^
^

，第11
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聲
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一
2
ハ
.
，

分

に

分

た

れ

各}
#
働
者
、

(

#

^
家

：
及

往

地

击
0
所

^
>
:«
ず

：ぞ

做，
^
 0
0

 p

各
別
箇
に
是
等
三
補0
哜

♦
の

高
低
I

 

じ
I

け
ぐ
，.
ッ
二
：ノ 

.

へ
：

.

「

.

;.
;

'''
.

:
,

『

务
國
の
.
土
地
.
及̂

勞
«

の
年
'
,々
_
:の
生
：產
物
：の
_

、
歳
は
是
れ
せ
同r

事
：i

:

る
S

此
の
年
々
の
注
齑
物
の
全
W

 

格

は
-.

自
然
は
ー
裔
分
^

卽
ち
土
地
の
：地
代
;>

努
働
の
讀
銀
及
び
資
本
の
利
澗
に
分
か
た
れ
、
而
し
て
.
異
.れ
る 

三
粑
級
の
人
气
即
ち
地
代
G

侬
つ
T

生
活
す
る
者
、.
秦
龈
(C

依0
.

で
生
活
す
暴
，
及
：び
利
潤
:̂

衣
つ
’

ず 

る
港
に
®

す
る
所
得
を
構
成
す
る
。
是
等
の
者
は
各
文
明
社
會
の
根
本
的
に
し
て
構
成
'的
な
る
三
大
階
級
に
し
て
、

總

有

：
る

他
S

級

：の
所
得
牯
慕
是
等
階
級
の
所
得
ょ
6

得
ら
れ
4

『

:賃
飯
の
高
低
に
關
す
：る
ス
ミ
ス
の
見
解
に
従
へ
ば
、
賃
銀
の
最
低
限
度
を
*
す
る
も
の
は
生
存
费
で
あ
つ
て
、
然 

t

勞
働
者
に
對
す
る
需
I

增
大
し
つ
、
t

時
に
は
賃
銀
達
 

而

 

:;

し
て
.賃
龈
生
活
者
に
對
す
る
需
要
は
眾
に
賃
銀
遨
佥
の
堦
加
に
比
例
し
て

.の
み
增
大
す
る

9
此
の
基
金
に
.
ニ 
■
あ
办
 

:
一
つ
は
條
f

得
に
し
て
、
他
は
餘
剩
資
本
で
あ
る
。
地
主
、
年
金
收
雪
又
は
資
産
家
が
其
の
家
族
を
維
持
す
る 

は
足
f

考
ふ
る
以
上
の
所
f

有
す
る
時
は
、
彼
等
は
此
の
餘
剩
の
全
部
或
は
一
部
を
以
て
一
人
乃
至
數
人
の
：僕

. 

炎
を
厂

^
:
3ズ

’

の

條
,1

の
增
加
は
'自
然
彼
等
を
し
て
31
の
僕
婢
の
數

.を
增
さ
し
め
る
に
，至
る

。
al
に
！g

立

手
X 

:

業
者
f

合
に
就
て
見
る
に
、
S

必
要
ビ
す
る
材
料
を
職
入
し
、
且
つ
S

製
作
品
を
賣
却
す
る
迄
®
己
の
生
活 

を
紙
揭
す
る
に
足
る
以
上
の
資
本
を
獲
得
し
た
る

場
合
に
は
，
彼
は
此
の
餘

剩

を

以

て

一

人

乃

至

.

數
人
の
職
人
を

®

劾

の

::
.
^
働
に
依
？

,

I

ん
f

る
に
f

は
自
S

結
果
1

る
。
又
此
の
條
剩
を
增
せ
ば-
自
然
晚 

f 

Mく
の

f
人
を
艇
傭
す
る
に
至
：る
で
あ

&
ぅ『

夫
故
に
貨

*
生

活
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に
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す

る
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所

得
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絶

I
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…

本
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墙
如
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し
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得
及
び
資
本
の
增
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{
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榮
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ぁ
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し
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勞
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想
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就

弋

f
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>
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ぐ
：、
.

資
本
の
疳
加
は
«

赏
の
«

進
ゎ
#

び

：
，

從

つ

：
て

1

步

的

社«

醫

は

：念
.
て
：
は
：勞
_

に

對

す

る
■

喪

の

：
火
I

 

は
*

銀

を

高

め

も

，
資

本

0

供
給
大
泠
名
.
は
.刹
潤
を
低
：|
^

.
し

む

，
姿

傾

き

あ

，

^

」

彼
が
實
麗
察
：さ
其
：の
.分
析
の
：結
粜 

到
達
せ
る
.
此
の
結
論
は
ー
疋
に
注
自
す
べ
‘
き
.
で
あ
ハ
る
。
又
同
聽
11

じ
セ
國
富
衰
退
^

^

'0
|1
:

會
に
あ
つ
て
は
#

働
に
»

 

す
る
.雷
耍
少
ぐ
資
本
の
供
給
少
き
が
敌
：：に
、
«
銀
低 

利
潤
高
し
.
、
窜
‘
の
程
度
高
？
し
で
靜
lb

狀
態
：に
あ
-る
社
會
に 

於
て
は
勞
働
業
共
は
供
給
過
剩
な
る
が
故
に
實
鏔
利
襖
营
低
し
^

'

地

代

は

借

地

人

に

普

通

刹

潤

を

支

拂

ふ

に

必

要

な

る

額

以

上

，に
趙

ゆ

，
る

生

產

物

を

以

P

.成

.る

.。
：
即

ち

昔

地

其
 

.の
生

，產

物

中

、
®
子
、
勞
働
者
に
支
拂
ぷ
、べ

&
賃
銀
、
家
密
其
の
他
の
農»
要
具
：を
_
入
細
持
ず
.る
資
本
、
並
に
如 

パ
^
地
方
に
於
け
る
農
業
資
本
の
普
通
利

_
を
祷
る
：に
參
る
是
等
總
て
の
も
の
を
差
じ
引
け
る
殘
部
を
地
代
ビ
し
て
地 

.主
ね
支
挪
ふ
。
此
の
地
代
は
借
地
入
：が
其
の
土
地
，の
.實
_
狀
_
は
於
.て
地
主
^
支
拂
.，ひ
骑
る
最
高
の
⑽
れ
で
あ
る
。
⑼

,ぼ
し
て
地
代
の
高
低
は
齋
耍
0

*

#

に
.
碁
く
。
土
地
：の
崔
產
物
中
*

の
逋
常
^

^

が
：、
是
^

^

市
，場
{:
-

搬

出

寶

却

す 

る
に
必
耍
な
る
投
下
資
本
#

典
の
通
常
利
.濶
を
以
て
囘
收
し
得
る
に
足
る
以
上
に
超
ゆ
る
所
は
、
即
ち
典
の
賓
格
の 

餘
剩
賴
分
は
當
然
地
代
S

な
'る
。.
此
の
價
袼
0

餘
.
剩
部
分
の
大
小
'

«

霄
要
め
大
：小
に
依
つ
て
決
せ
6

れ
>
 

而
し
て
地 

代
の
大
小
を
決
定
す
る
。耑
し
て
需
要
は
»1
:

會
の
：進
步
發
達
に
.#

つ
て
增
太
す
る
。
從
つ
て
社
會
狀
態
の
改
善
は
總 

そ
直
接
か
或
は
間
接
に
土
地
の
眞
賞
地
代
.を
：昴
げ
、
地
主
の
眞
實
の
富
を
僧
.
す
‘
傾
為
を
有
つ
。
：：'即
ち
土
地
改
良
及
び 

_

作
の
搬
敗
は
地
代
を
直
接
に
昂
ぐ
る
倾
き
が
あ
る
。
蓋
し
土
地
の
生
產
物
中
地
.生
に
：歸
す
る
分
前
は
其
の

生

產

物 

の
增
如
ビ
共
に
必
然
»

加

す
^
.る
；
が.故
セ
：あ
；.る
：。製
.造
：品
0

5

^

懷
格
を
»:

接
低
^

.せ

.し
：_

る

傾

き

；
め
.：る
：勞

働

座

淹

カ
. 

の
增
進

は

：、間
接
.
i

她

：
の

眞

實

地

代
I

げ

..る

傾

含

が

I

る

？.地
|

彼
I
康
@

1

に

剩
I

分

の

賴I

物

を
以
て
製
造
品
を
購
入
す
る
。
夫
故
に
製
造
品
：の
眞
實
價
格
を
低
下
せ
し
む
る
も
の
は
總
て
原
生
產
勿
の
眞
實
S

S

 

を
騰
貴
サ
し
め
、
原
生
產
物
の
一
定
最
は
從
前
に
.
比
し
て
製
造
品
の
一
層
大
な
る
分
暈
ビ
等
價
ビ
な
々
、

れ
於
爲
め
に
從
前
ょ
ぅ
も一

層
大
な
I

の
生
活
消
费
品
を
購
入
し
得
る
。
I

の
眞
の
甯
の
5

-

有
1 3

働
の 

増
如
は
就
て
土
地
の
眞
實
の
地
代
をg

接
に
昂
げ
る
傾
き
が
あ
るo

.

蓋

.
し

有

用

勞

働

中

の

一

部

は

自

然

土

他

に

向

け
 

「

も
れ
：
多
數Q

人
普
が
d

地
f

パ
に
.
用
ひ
ら
る
、
：̂
故
に
、
生
產
物
は
其
の
投
下
資
本
量
の
增
加
ビ
共
に
曾
則 

地
代
は
生
產
物
S

共
に
增
加
す
る
。
是
等
に
反
對
の
_

情
は
各
<

地
代
を
低
下
す
る
#

き
が
あ
る
。の 

i

、
各
國
の
土
地
及
び
勞
慟
の
年
々
の
_

物
の
全
體
は
分
れ
て
賃
銀
、
利
潤
：、
地
代
t

て
谷
文
明
社
f

 

桃
成
す
る
勞
働
者
、
資
本
家
、
地

寒

三
.
大
階
級
の
所
得
を
な
す
。
而
し
て
右
の
ニ
一
大
階
級
中
地
主
^

w i

努
働
者
の 

利
益
は
社
會
I

步
的
狀
態
过
密
馨
I

聯
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I

I
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.

ス
ミ
^

に
依
れ
ば
|

雙

|

方
製
造
業
者 

の
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益
は
前
ニ
者
$
反
對
の
趨
勢
に
あ
り
、
且
っ
社
#
0
1
:
.
般
的
利
益
0
增
進
.ミ
»
和
せ
す
、
.否
反
對
に
可
_
释
次

其
の
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性

質

上

自

然

に

；富

國

に

於

て

低

く

、

貧

國

に

於

て

高

ぐ

、
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萌
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速
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f

國
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1
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的
狀
態
に
f

ゃ！ ■

國
I

滎
、1
:富
,

進
I

待
せ

的

麗
I

致
す
る
も
ノ
利
習
依
っ
て
生
活
す
る
箸
I

f

'は
ノ
其
の
|

〕

|

す
I

s

ミ
：明
白
‘
で
あ
る
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も
尙
I

I

解
に
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へ
ば
I

に
あ
る
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'
S

S

刺
縣
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せ
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る
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め
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'
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；
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黏
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す
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參
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配
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I

I
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な
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-
-

S

S

み
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ら
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べ
I

の
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る
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の
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た
る
や
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の
事
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I

故
こ
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せ

翁
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こ
S
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あ
i
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^
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ぐ
で
あ
る
，
乍
然
>
 

尙
|

醤

然

的
&

ぎ

な

蟲

天

觀

气
.其
の
：分
配
理
論

Q
結
巣
ど
は
.
互
に
'
相
馨
す
る
の
嫌
I

を
得
な
ぐ
で
あ
ら
ぅ
。
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u
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‘

M 

r旣
，述
の
賃
銀
璉
論
贫
、

ス_ミ
ス
が
自
ら
»
會
0
最
貧
階
«
な
ダ
ぞ
見
做
し
た
：る
賃
銀
收
得
者
の
生©
狀
擦
？
關
す 

、
る
彼
0
樂

灾

觀

，
く

靶

合

：
せ

#
ふ

爸
|

«
、
：
分

轉

に11
す

る

彼0
見

解

中#
も
興
味
あ
も
事
^

で
あ
る
。

夙
に
ス.戈

：：

ス
は
.其
の
道
德
情
操
：論
中
に
.論
じ
て
謂
ふ
6

-
『

服
ほ
»,

ょ
.
な

类

：な
ダ
5

}

$
ふ
俗
_

は
地
：主
は
»

し

：
：て

最

名

能

：

<

確
證
せ
ら
れ
た
。彼
の
胃
の
受
容
力
は
：限
り
無 

■
き
彼
.の
欲
蒙
何
等
比
例
せ
霍
而
し
.て
.
彼

の

胃

：
の

受

容

：れ

る

所

は

®

I

f

る
農
夫
f

f

異
I

:
い

で

あ 

ら
ぅ
。
其
め
殘
餘
ゆ
之
权
を
彼
は
、彼
自
&

消
費
す
名
逾
如
な(

食
物
¥

最
も
精
巧
.
に
_

a

ず
る
人
々
、此
め
«
か
な 

も
の
か
消
®

せ
ら
る
^

き
宮
般
を
雄
備
す
る
人
々
、
高
養
の
も
の
.

>

家

庭

：
に

用

ひ

备

る

く

®

;

々
：な
名
.
裝
飾
品Q

總
て 

を
供
給
し
整
理
ず
る
人
々
：に
分
配
す
名
の
外
な
I

か 
<

:し
で
總
|

等
©

人
々
«

彼
の
衮
侈
我
儘
か
&
、
._彼
の
慈 

笔
や
正
義
に
訴
へ
て
は
徒
勞
.た
‘
.る
：べ
き
所
の
生
活
必
徽
品
の
分
前
を
得
，る
。
土
地
0

生
產
物
は
常
に
殆
ん
ざ
比
>
が 

維
持
じ
得
る
人
ロ
數
を
維
穿
る
。
富
者
は
其
：の
堆
W

せ
&

れ
た
る
物
の
中
最
.も
貴
®

:

に
し
.
で
心
.持
ち
好
き
物
を
選 

擇
す
る
に
過
ぎ
な
い
。：
彼
等
の
消
I

る
所
は
貧
者
に
比
t

多
か
I

，
彼
等
は
鑛
利
己
的
I

I

I

あ 

る
に
#
ら
ず
：：
又
彼
等
は
喺
■

.

已
0

便
宜
_
の
み
を
思
：ひ
，
：彼
等
が
使
用
：す
る
多
數
：の
'者
の
總
慕
勞
働
ょ
り
欲
す 

■

十一

怨
.

(

四
0

九)

國
富
I

极
本
思
想
に
就
て 

§
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國
慕
の
根
本
思
想
に
就
て 

營

蘇

二

こ
 

る
唯
ー
ー
：
の

目

的

は

'
彼

等

自

身

'0

虛
榮
心
$

飽
く
こ
^

な
&
欲
盟
の
滿
足
^

で
あ
る
迄
は
去
へ
，
”
彼
等
は
.：其
の
改
良
.の 

總
て
の
生
產
物
を
食
民
^

分
つ
タ
彼
等
は
爲
ぇ
ざ
：る
樣
^

導
か
れ
て
、
'
若
し
土
地
^

«

^

總
：て
の
住
民
に
带
等
に
分 

il
;

翁
ら
'れ
て
ゐ
る
®

ら
«

、
：德
さ
.
れ

た

ガ

あ

を

殆

ん
r

同

i

の
^

活
必
窗
品
の
分
配
金
爲
し
、
か
ぐ
て
彼
等
は 

»

れ
を
意
11

す
.
る
こ
«

^

尤
>

‘又
^

る
.
こ
：̂
«

ぐ
^

で
#

|

?
の
：利
益
を
進
め
，
人
頫
增
赠
の
#

段
を
供
す
る
。
'神
は 

土
：坶
&

小
數
の
地
主
に
分
割
す
る
に
當
つ
^

、
、
其
の
分
^

1

に
'
溽
れ
た
る
が
如
<

览
ぇ
：る
.
人
々
を
決
し
で
碌
れ
姐
棄
て
：
 

で
成
«

い
。
.
此
等
0

人
々
も
亦
.出
地
の
生
產
す
^

總
，て
の
.
.物
の
分
駟
に
.與
炉
る
。
人
生
：の
眞
の
幸
觸
を
稱
成
す 

i

の
に
於
て
、被
等
«

何
れ
0

點
に
於
て
か
彼
等
忍
上
に
：

n
^
:

る
人
々
：ょ
-.
!
>
'も
劣
つ
て
ゐ
な
い
。身
體
の
^
為 

广
心
の
部
和
ほ
於
て
.
谈
截
々
の
階
級
の
人
.
々
が
總
で
.
殆
ん
^

同
1

羅
猶
に
.
.在
.

&

，
大
遒
0

侧
に
日
向
!!
1

|

し
を
し
て
ゐ
_
る
：
 

へ
乞
食
ば
、

國

王

が

是

：れ

を

得

ん

ヒ

蠻

ふ

所

の

：安

全

を

所

有

し

t

ゐ
名
。f

e

w

.
。

,
:
:
:ヌ
別
の
箇
處n
於
て
謂
ぶ，

.

.『

樣
も
卑
賤
な
る
勞
働
者
の
賃
銀
で
さ
べ
自
然
の
焱
需
品
を
供
給
し
得
も

"

吾
人
ほ
、
其
の
貴
銀
が
彼
に
食
物

5

衣 

服

？

、
.
：：

 

1

.

家

屋.

並

に1

.

家

族
0

慰

安'

安
を.

输

ず

る

を

：見
：
务
。

.

.

若

し-

吾

人̂

し
て
，

.

彼
の.

經

濟

受

嚴

疋

に

吟

味

ず

.る
な
ら 

ば
、：

吾
人
の
餘
剩
な
為

v

見
_

し
得
ベ
き
其
の
賃
銀
の
多
大
の
部
分
を

*

彼
が
便
宜
品
に
费
し
、
而
し
て
特
別
の
場 

合
に
あ
つ
て
は
彼
は
虛
篆
心
ど
榮
譽
心
の
爲
め
に
さ
へ
あ
る
も
の
を

®

す
こ
ど
あ
る
を
知
る
で
あ
ら
ぅ』

ぷ
ど
。

ス
ミ
ス
に
ぁ
つ
て
は
社
#

諸
階
級
間
の
貧
富
の
差
は
.
到
底
問
題
に
な
b

得
な
い
。
か
く
の
如
き
樂
天
觀
は
又
國
®

 

論
中
に
之
れ
を
-
發
見
す
る
こw

が
出
來
る
。
即
ち
日
ふ
0

『

繁
榮
レ
つ
：、
あ
る
文
明
國
民
の
間
に
6
つ
て
は
.
-
-

多
數
の
人
々
はJ

切
勞
働
せ
ず
、邦
の
多
ぐ
の
も
?)
-
は
働

{
も
の
の
大
部
分
{̂
炖
^
屮
倍
倚
否
西
侪
大
の
勞
働
生
產
物
：を
消
赞
す
る
け
.れ
ず
飞
,
然

か

も

興

の

.社

音

の

全

勞

働

の 

生
*
物
は
頗
る
大
な
る
が
软
H
;.
>
總
帘
の
入
は
®

々
璺
富
，に
#
給
：せ
ら
v§
N
こ

ぁ

^

^

1

級̂
最
賓
_
級

'0
勞
働 

者
で
负
べ
：:>
.若
^
自
^

^
約

勤

勉

な

.ら

ば

如

何

な

:^
«
人
^
漉
#

:L
#
冬

ょ

り

も1.

層

太

な

る̂
活

必

肅

品

雄

に

便

:

•"
-
.月
施
政
善
：0

含
*

<

|

^於
て
，
«

¥

級
め
國
民
に
'
迄
も
燐
が
.
れ
る

1

般
の
富
裕
を
來
す
は
、分
業
の
結
果f
切
諸
業 

の
生
趣
0

大
な
る
增
_

で
ぁ
承
。'
,
:
g

働
#

f

s

^

必
黎
ゼ
す
^

所
以
上
に
處
分
レ
得
^
多

最

自

ら 

*

を
有
し
で
&

夂
他
0

勞
働
者
^

;f

 

^

^

,暴

れ

父

同

；
：：

.
マ
1

態
^

*

^

て
';
>

彼
は
多
»

0

自
已
の
財
貨
を
多
*

 

の
他
他
人
0

财

貨

,

而
し
て
彼
等
«
 

彼
に
：其
&

必
課
迟
す
る
|

の
^

5

じ
4

«

分
に
供
給
す
湊
。
#

:
ぐ
て
1

富
存
る
物
資
'
辦
一
廳
に
其
0

社
會
の
詻
階
級 

&

總
^

を

通

，
じ

て

弘

ま

名

_
。
场

气

51
に_

^

て̂

法
9」

：

:

,

『

實

に

高̂
?

0

遙

：が
：
に
：
法

，
外

^

^

»

^

^比
す
れ
ぼ
、
最
务
卑
煨
«

夺
も
#

の
：
用

立

：
て
：
る

所

は

_

か
：
に
：圭

極

祺

純

_ 

る
：«;

相

遠

及v
:
-;
°

#

^

^

歐

洲
S

S

#

©

.卿

度

は̂
®

®

®

;

な̂

：
る
農
央
ー

'の
調
度
が
_

千
の
裸
體
肇
人」 

の
逢
命
ミ
.自

.*
^

の
«

#

^

^

费
^

;̂

幾
多
^

ァ
タ
タ
ヵ
_

王
；の
.
そ
れ
に
優
る
程
、
必
ず
し
も
農
夫
の
そ
れ
に
優
る 

も
の
-

^

非
^

^

恐
ら
^

^

實
_

あ
令
つ
0』

ぞ

.-
:

0

而̂

>

て
、

：

'
觀

リ
■'

へ

へ

~
:『

蔵
民
中
其
の
大
多
數
を
な
す
勞
働
貧
民
の
生
活
狀
態
が
最
も
幸
福
に
し
て
最
も
安
易
に
.
見
え
る
の
は
、
社
會
が
旣
' 

に
其
、の
富
'0

全
«

を
^

^

‘

7

へ
介
|(
#

^

'^
-
も
1

_

^

.$

想
|

^

獲
：得
.
せ
^

^

し
.
て
進
#

^

^
\:

,«
>
る
_

の
1|
#

的 

狀
顏
^

於
て
す
>
.
南

憂
>

资
は
恐
凄
ギ
注
目
ね
馔
ひ
才
る
<
^勞
働
»

民
¥

生
活
^

^

は
靜
^

狀
1

^

於
ヤ
«

忍
.
び̂

^

s

'

十I

翁
：
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藝
输
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:

根
筮
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1

1

棘
て 
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,

s

l

號

二

四
 

竣
微

-

4

:

<

狀
態
に
矜

.

て

は

練

慘

な

る

：
も

.

の

考

ぁ

も
o
 

ヤ

切

課

階

級

，に
述
^
*
'
陽

氣 

に

し

で

：强

健

な

'

名

狀i i
f

和

靈

狀

態

は

綾

慢

嗥

る

狀

態

で

ぁ

^

、

.衰

微

し

行

 

<

 

狀

賴

は#

_

な̂

«

i

で
ぁ

る
^
章

？
，
：
：
：

 

0 
:

:
ン... 

'
:.
r :

ー：.通

：
〒
ボ'
 
.

」

：
 
'
 

へ

-

:■:. 

, 
,

.

ン

.

.

.
？

，
.

今

是

等

の

諸

嘗

を

通

^

ザ

觀

も

に

パ

.ス

.ミ
：
ス
が
社
會0
.
最
貧
階
級̂

見
做
し
た
る
勞
働
者
：の
生
活
狀
態
に
獨
し
て 

抱

卷

'た
名
樂
夫®
#
^
焯

恐

：
ら

く

次

ぎ

：

Q

如

く

な.：る̂

繁

f

 

-:
'
J

N

分
業
が
發
達
じ
ゅ：

而
L

,

K

»

#が
富
奶
_

得
^

於
^

進
_
的

籠

找

寒

.場
合
に
ほ
、：

一
方
1

0

生
馨

は

豐 

富
芎
な
.々
'■
>
:
:財
賀
@

1

富
：«
^

«

慣
格
办
^

^

‘を
；來
^

0

:
或
後
分
：業
{1
依
-る
勞

產

カ

：
の

增

大

，
の

結

果

？

假

令

«

 

銀
；を同

：：I

な
'
U

す
る
f

.

同
：
.
}

:
勞
働
量：

は
從
前
'に
比
し
て
事
實
高
價
マ」

な
^V、

r

層
.多
量
の
財
貨
を
^.
て
支 

拂
は
る

0̂

結
果
に
.：至
.ふ
V?
而
^
.て
他
.方
.

ス
ミ
ス：

の
理
論i

i

於
で
は
/>
1[
:

會
.於
迤

步

的

狀

態

；に

ぁ

る

場

合

は

は

:^
勞 

働
賃
銀
W
高
騰
す
る
o
從

め

の
如
き
狀

態

は於
て
铽
勞
働
者
階
級
，は
中
0

疰
活
必
薷
品
.の
充
分
な
る

供

給 

を

享

ぐ

る

の.み
な
ち
^
、
；：尙

ほ

其a

B
上

：の

修

響

以■
安
易
な
杏
生
洁
*
營
む
を
#
べ
き
喾
で
ぁ
る。
.

い
吾
人
は
.
.ス
ミ
ス
め
斯
<
の
如
き
樂
关
^

#
察
{3
對
此
>
3
、̂
：
其
の
^
ラ
.
.ス
、
ゴ
，
？

犬

學

は

：
於

け

：

る
！！

«

中

左

の

如

き
 

諸
.言
を
3|
用

し
#
ゐ

：で.卷

ぅ

。
：
即.も
.、
：
!,
'
'
:

—

ノ
:
'
'
^
^
^
^
^

ゥ『

勞
f

:

斯 

<
分
剡
せ
6
れ
ノ
.「

人
0

§

所
從
前
に
比
し
て
甚
だ
大
な
る
場
合
に
は
、彼
等
の
生

©
維
持
に
必

5? 

な
る
以
上
の
餘
剩
は

f

lf
大
.に
じ
て
’
各
.
<は
其
れ
を
以
て
、
，
若
し
彼
が.

」

人
に
ヤ
淇
れ
を
完
成
^

た
办
ヒ
す
れ

ば
、.
'彼
♦か

爲

し

得

，た

る

ベ

：

き

：も
の.■の
四
倍
^
交
換
し
得
名
。
か
ぐ
て
貨
物
は
遙
か
に
低
廉
.
な̂
6
勞
働
は
“

高
慣 

$
な

る

:

;

-
:
.

社
會
‘の
富
裕
な
る
は
唯
だ
.小
#

.0
勞

働

が

、能
ぐ
夥
多
0-
貨
物
を
寧
得
し
得
る
時
0

^
で
ぁ
る』

.
0

r

_
:
.
,
,
,

貨
物
办：

市
場
價
格
を
其
の
自
然
债
格
以
上
：に
高
め
ん
ど
す
る
傾
き
め
る
政
策
は
s 

Wれ
も
公
衆
の
务
俗
を 

-

減

少

す

る

傾

き

，が
f

 

> 

少
i

實
際
S
 

.
事
.で
,あ
る
.。
貨

物

；
I

富
i

す
：|

$

、

.へ'

o
.夫
故
は
.
s

s

會
f

 

I

，
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